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油

座

に

つ

し‘

て

相
伝
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
、
奥
堂
氏
が
亡
び
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
文
書
も
伝
わ
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
或
る
時
代
に
同
八
幡
の
人
が
こ
れ
を
害
写
し
て
同
社
に
伝
え
た
、

そ
れ
が
此
の
与
し
の
文
書
で
あ
る
。
充
分
に
読
み
得
な
か
っ
た
者
の
試
み
で
あ
っ
た

が
為
め
か
、
大
分
誤
写
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
座
の
史
料
と
し
て
は
山
城
離
宮
八
幡

の
文
害
と
と
も
に
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
以
下
屯
ら
此
の

此
の
座
が
同
八
幡
の
神
領
と
な
っ
た
の
は
廷
武
中
間
m

の
似
、
朝
廷
か
ら
同
仕
に
奇

附
さ
れ
た
も
の
4

よ
う
で
あ
る
。
次
に
か
4

け
る
同
八
帖
兌
行
の
下
・
文
の
よ
う
な
御

八
幡
営
崎
宮
寺

御
油
神
人
職
事

泰

欠

郎

,"” 

右
以
人
補
任
彼
職
、
可
相
従
大
少
仏
神
事
之
状
如
件
、
以
袖

油
神
人
職
柚
任
状
か
あ
る
。

文
書
写
に
導
か
れ
て
述
べ
る
。

補

仔

は
、
同
神
社
文
書
に
「
御
油
座
文
告
[rJ
」

一
冊
あ
り
、

貞

光

文
古
の
付
質
ヒ
、

史
堂
氏
に

が

其
の
起
似
が
略
々
明
瞭
で
あ
る
点
が
面
白
い
。

之
れ
に
関
す
る
史
料
と
し
て

R
い
油
座
の
起
り
。
箱
崎
八
幡
の
所
領
油
座
は
宅
町
時
代
を
通
じ
て
変
ら
な
い

口

箱

崎

八

幡

宮

領

油

座

油

座

の

（
当
研
究
所
所
集
の
史
料
に
拠
る
）

に

っ

大
侶
皿
大
中
臣
朝
戸

n

（
以
下
大
監
、
監
代
等
府
官
八
人
の
署
名
略
す
）

建

武

元

年

十

二

月

十

八

日

知

事

法

師

（
以
下
社
官
社
俯
十
五
人
の
署
名
略
す
。
宮
崎
宮
印
十
八
を
押
す
）

こ
れ
が
同
座
の
社
領
と
な
っ
た
最
初
の
行
政
文
土
日
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
の
前
間
も

な
い
時
代
に
油
座
が
社
領
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
社
領
寄
巡
の
際
附
属
の
代
々
の

証
文
も
つ
け
ら
れ
て
あ
っ
た
ら
し
く
、
共
の
内
右
文
占
に
遺
っ
て
居
る
も
OJ
か
太
宰

府
守
嘩
望
川
の
下
文
二
辿
で
あ
る
。
錬
倉
幕
府
創
立
当
時
の
政
変
に
よ
る
座
の
支
配
権

の
移
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
（
袖
判
）

[
J
譲
所
下
宗
上
斤
郎
別
当
光
友

可
ぃ
上
任
先
例
、
甘
寄
迎
旨
、
為
囚
安
御
分
御
座
衆
事
。
右
件
挫
事
、

（
喉
御
沙
り
）

故
種
直
入
道
之
時
、
為
御
座
口
口
口
汰
云
々
。
伽
彼
座
衆
等
注
交
名
、
所
進
寄
文
也
、

（

者

任

ヵ

）

（

且

ヵ

）

（

往

1
1
)

然

□
口
先
例
許
寄
文
之
状
、
可
為
国
安
油
附
衆
也

□
又

□
反
之
間
、

し)

々
、
不
可
布
其
煩
之
状
、
如
fl

嘉
緑
二
年
九
月
十
四
日

之
れ
よ
り
後
約
八
十
年
、
太
宰
府
守
護
所
が
佐
伯
守
継
を
座
衆
に
補
任
し
た
時
の

下
文
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
原
田
氏
の
あ
と
所
頃
の
相
伝
か
明
か
に
さ
れ
る
。

（
帥
判
）

大
宰
府
守
殺
所
下
佐
伯
守
継

可
早
任
先
例
、
為
国
安
油
座
衆
事

て

長

津

々

閃

沼

賢

海



(e、,）

I I_J j 

ろ
う
か
3

印
悦
奥
棠
家
の
沿
革
。

宇
町
い
仇
を
叫
し
て
奥
堂
家
は
座
親
と
し
て
終

い
う
糾
織
が
ま
だ
固
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

衆
の
主
平
者
で
あ
っ
た
よ
う
に
息
わ
れ
る
3

室
町
時
代
の
叱
の
附
姐
と
か
座
手
と
か

仇
伯
背
継
も
、
た
ゞ
陀
衆
に
柚
す
る
と
の
み
あ
る
か
、
座
衆
の
交
名
転
を
提
出
し
た

IJ
、
油
の
諸
国
の
関
津
の
日
由
勘
過
を
促
証
さ
れ
て
届
る
と
こ
ろ
冷
か
ら
見
て
、
座

た
ゞ
座
衆
と
の
み
あ
る
の
で
は
な
か

衆
に
さ
れ
た
の
か

判
然
し
な
い
。

狛
は
こ
＼
で
、
什
鯰
す
べ
き
こ
と
は
家
ー
五
郎
も

い
。
字
五
郎
の
後
は
絶
え
て
終
っ
た
の
か

或
は
共
の
子
孫
と
な
ら
べ
て
守
継
も
庖

守
継
に
ー
ザ
え
ら
れ
た
座
衆
の
補
任
状
は

富
1
万
郎
の
事
に
は
少
も
ふ
れ
て
い
な

は
な
ら
ぬ
が
今
姑
く
不
間
に
附
し
て
お
こ
う
。

右
件
座
者
、
依
為
掠
田
少
弐
神
直
人
＂
叫
没
官
跡
、
為
鎌
倉
殴
御
分
、

也
酋
、
口
予
守
韻
可
為
彼
座
衆
、
且
行
内
議
川
｛
反
之
仙
、
任
先
例
、

し、

il
ト

之

↓

九

f

嘉
元
；
年
八
月
一
一
日

右
両
通
の
文
害
に
依
て
、

仮
各
国
安
所
令
奉
行

不
Wr有
津
々
閃
々
佑

座
は
原
田
種
肘
の
領
打
で
あ
っ
た
の
か
、
原
田
が
平
氏

に
味
方
し
た
も
の
か
、
没
宜
領
と
し
て
錬
倉
幕
府
の
領
分
（
御
分
）
と
な
り
、
仮
名

国
安
（
仮
名
の
意
味
明
か
で
な
い
。
通
名
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
か
、
氏
姓
を
明
か

に
せ
ず
）
な
る
も
の
か
座
の
支
配
者
（
本
行
）
と
な
っ
て
国
安
油
座
の
名
が
出
来
た

の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
時
か
ら
宗
上
五
郎
か
座
衆
で
あ
っ
た
の
で
、
附
衆
の
交
名
帖
や

寄
文
を
太
心
＂
＇
府
守
譲
所
に
提
出
し
て
座
衆
を
安

mさ
れ
ん
こ
と
を
願
出
た
糾
果
、
嘉

緑
一
一
什
の
下
，
父
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
こ
で
宗
上
五
郎
の
上
の
字
か
、

何
か
読
み
違
ひ
で
は
あ
る
ま
い
か
と
山
心
う
。
又
別
当
と
あ
る
の
は
ど
こ
の
別
当
か
分

ら
な
い
。
若
し
八
幡
の
別
当
（
当
八
幡
に
も
大
宮
司
の
つ
き
に
、
俗
別
当
が
居
た
）

で
あ
れ
ば
、
建
武
以
前
既
に
八
幡
と
国
安
油
座
と
は
辿
絡
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ

（
凡
下
大
監
、
権
大
監
、
少
瓜
、
枠
少
闘
、
土
代
等
五
人
の
薯
名
略
す
。
）

大
屈
惟
宋
帆
臣
（
花
押
）

しヽ

（
此
の
事
後
亦
述
べ
る
。
）

奥
堂
右
罵
太
郎
殿

明
で
あ
る
。
奥
堂
神
人
補
任
の
最
切
の
状
に

さ
れ
た
藤
次
郎
貞
光
と
は
い
か
な
る
関
係
の
も
の
か
、

左
又
は
全
然
無
閃
係
の
者
か
不

あ
る
。

始
し
た
。
奥
常
は
旧
博
多
市
内
で
町
名
と
し
て
今
に
追
っ
て
居
り
（
博
多
駅
前
近
く
）

地
名
か
ら
起
っ
た
犀
号
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
本
姓
は
大
竹
氏
て
あ
っ
た
よ
う
で

（
こ
の
打
後
に
介
述
へ
る
）
前
述
せ
る
建
武
元
年
神
人
職
を
神
社
か
ら
補
任

（
マ
、
）

八
幡
宮
院
崎
為
御
油
人
間
、
任
課
役
御
公
ボ
、
柚
任
可
閣
之
由
、
依
仰
執
達
如
件

京

熱
慶
冗
年
四
月
五
日

必
（
花
押
）

と
あ
り
、
左
点
＂
ば
闊
他

Uj
文
内
に
よ
り
、
草
墜
左
点
亮
で
あ
り
、
水
享
六
年
刃
月

-
．
十
日
、
心
小
茂
直
か
ら
、
奥
堂
氏
に
宛
て
た
占
状
に
「
請
事
直
壁
に
由
付
候
」
と
あ

る
か
ら
宗
氏
の
披
官
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
此
の
文
占
に
は
誤
脱
等
あ
り
、

「
油
人
」
は
「
油
神
人
」
な
る
べ
く
、
本
文
も
「
仔
補
任
・
・
・
課
役
公
事
を
閣
く
」
云

々
と
あ
り
、
文
句
を
即
倒
し
な
け
れ
ば
認
味
が
通
じ
な
い
。
此
の
右
馬
太
郎
0
次
の

悩
次
郎
（
後
に
禰
次
郎
大
夫
）
が
応
永
の
末
か
ら
、
永
享
中
の
人
、
共
の
次
の
左
衛

門
大
夫
（
後
左
衛
門
太
郎
）
が
嘉
占
、
文
安
中
の
人
、
其
の
次
の
右
馬
大
夫
が
文
明

中
の
人
、
共
の
次
の
左
佑

I
大
人
が
明
応
、
永
正
、
享
保
天
文
中
の
人
で
あ
る
。

代
と
し
て
は
長
す
き
る
か
ら
、
或
は
左
衛
門
大
夫
と
称
す
る
父
子
二
代
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

Itパ
の
次
の
燦
次
郎
か
元
亀
年
中
の
人
、
以
ド
分
ら
な
い
。
左
衛
門
、

大
夫
と
備
次
郎
と
の
間
に
、
荷
片
術
門
（
水
低
中
）
と
い
う
の
か
居
た
か
も
知
れ
な

油
神
人
の
油
は
正
し
く
椅
油
と
あ
る
文
内
も
あ
り
、
箱
崎
八
幡
宮
寺
の
神
仏
麿
明

油
り
認
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
神
人
又
は
神
人
職
と
も
い
わ
れ
る
。
た

が
、
神
人
と
い
う
載
か
あ
る
わ
け
が
な
く
、
他
の
諸
大
社
の
例
か
ら
見
て
も
神
人
は

称
号
で
あ
り
資
格
に
過
き
な
い
。
勿
論
神
人
の
資
格
は
神
社
の
保
護
を
保
証
さ
れ
た

- 2 -



油

座

に

つ

ぃ
て

で
て
、
我
が
行
末
を
怪
げ
に
見
る
も
お
そ
ろ
し
」

名
で
あ
る
こ
と
も
勿
論
で
あ
り
、
お
で
い
り
の
武
家
、
商
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

（
嘉
吉
三
年
四
月
三
日
附
大
内
氏
被
官
連
署
の
奉
古
）
此
の
油
職
に
対
し
て
座
と
い

う
言
薬
は
こ
の
文
書
に
は
出
て
来
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
よ
う
に
座
衆
と
い
う
言
築
も

た
ゞ
文
安
二
年
二
月
四
日
、

り
、
永
孫
十
三
年
箱
月
吉
H
、
御
油
座
中
法
度
之
事
に
座
と
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
此
の
二
つ
の
文
書
で
奥
堂
は
座
の
親
方
、
即
ち
座
親
と
通
称
さ
れ
、
座
衆

は
座
子
と
称
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
他
の
例
に
準
ず
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
座
親

は
正
式
に
は
油
政
所
と
号
し
た
の
で
あ
る
。
共
の
文
害
は
重
要
で
あ
る
か
ら
左
に
示

家
（
花
押
）

油
政
所
座
子
可
致
成
敗
市
、
任
先
例
、
船
持
者
子
、
家
内
之
内
者
し
可
売
、
別
家
者
、
請

政
所
左
衛
門
太
郎
儀
可
売
、
若
背
此
条
輩
者
、
竪
可
処
罪
科
也
、
然
者
三
社
灯
油
無
僻
怠

可
奔
走
、
例
為
後
日
之
、
状
如
件

文
安
二
年
二
月
四
日

奥
堂
左
衛
門
所

こ
4

に
座
子
に
対
す
る
親
方
の
職
権
の
一
部
面
に
関
す
る
重
要
事
実
を
物
語
っ
て

い
る
が
、

そ
れ
は
後
述
に
譲
り
、

こ
＼
で
は
三
社
の
燈
油
の
保
証
を
命
じ
て
い
る
点

に
つ
い
て
注
邸
し
た
い
。
三
社
は
箱
崎
八
幡
の
外
、
櫛
田
神
社
、
住
吉
神
社
併
せ
て

三
社
で
あ
る
こ
と
は
、
永
享
十
年
―
一
月
十
六
日
附
け
、
大
内
氏
の
被
官
と
思
わ
れ
る

河
内
山
式
部
躯
某
が
奥
堂
拗
二
郎
大
夫
に
宛
て
た
書
状
に
「
訊
騎
宮
、
櫛
田
、
か
い

と
を
（
買
通
）
さ
れ
候
節
、
苅
ぷ
几
関
過
越
事
」
を
部
下
の
役
人
に
対
し
、
堅
く
申
合

め
る
と
あ
る
。
苅
心
刀
関
は
太
宰
府
の
府
内
か
ら
府
外
に
出
た
所
に
あ
っ
た
関
所
で
あ

る
文
明
十
二
年
に
宗
砥
が
九
州
旅
行
中
此
の
関
を
通
る
時
の
こ
と
を
「
関
守
立
ち
出

附
近
の
狭
い
地
域
を
小
字
関
屋
と
い
4

、

（
筑
紫
道
記
）
と
あ
る
。
今
も
其

こ
の
関
を
出
て
上
方
へ
の
第
一
往
遠
（
駅

盛

す。 見
ら
れ
な
い
。

宗
盛
家
の
下
知
状
に
「
座
子
」
と
あ

職
は
燈
明
油
の
支
配
職
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

「
油
役
人
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

で
あ
ろ
う
が
、
共
の
点
は
判
然
し
な
い
。

文
安
二
年
の
宗
氏
の
杏
下
に
は
「
祖
崎
御
領
御
油
神
人
」
と
あ
る
の
は
神
人
を
所
領

す
る
と
い
う
窪
味
で
は
な
い
の
で
、
油
神
人
は
神
人
の
組
織
す
る
座
を
謡
味
す
る
。

所
領
の
畠
地
と
い
う
の
も
そ
の
地
に
あ
る
座
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
座
と
し

て
は
領
主
に
対
し
燈
明
油
の
奉
納
だ
け
で
は
な
く
、
多
分
の
年
貞
を
納
め
て
居
た
の

大
内
氏
奉
古
に
明
か
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
に
は
博
多
内
訊
綺
領
畠
地
と
あ
る
。

ト
・
{
-
ノ
コ
ガ

既
は
（
因
佃
今
の
太
宰
府
町
字
通
古
賀
で
、
こ
＼
で
は
古
賀
は
国
佃
の
な
ま
り
で
あ

コ
ク
ガ

t
ホ
リ

る
。
通
の
古
賀
は
国
御
通
の
怠
で
あ
ろ
う
）
を
経
て
、
最
所
の
宿
駅
恢
屋
駅
に
逹
す

る
の
で
あ
る
。

こ
＼
に
太
平
府
天
満
宮
の
一
の
鳥
居
が
あ
る
。
そ
れ
は
府
が
名
日
上

天
晶
宮
に
移
転
し
、
自
然
今
の
太
平
府
（
天
禍
宮
社
頭
）
町
が
府
内
に
な
っ
た
慎
、

旧
太
忙
府
の
西
の
入
口
の
関
に
、
新
太
辛
府
即
ち
天
満
宮
の
一
鳥
居
を
建
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
巾
世
は
太
宰
府
天
満
宮
社
頭
の
最
も
繁
昌
し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
物

資
の
通
関
も
多
く
、
関
銭
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
息
わ
れ
る
。
右
永
享
十
年

の
文
内
は
其
の
免
税
状
で
あ
る
。
之
れ
に
拠
れ
ば
、
奥
堂
の
油
座
は
箱
崎
の
外
他
の

二
社
の
燈
明
油
を
保
証
し
て
居
り
、
そ
の
報
償
と
し
て
三
社
の
名
に
依
っ
て
油
や
共

の
原
料
を
田
舎
か
ら
買
い
集
め
た
も
の
4

苅
究
関
の
自
由
勘
過
を
ゆ
る
さ
れ
た
事
が

解
か
る
。
近
年
ま
で
博
多
の
油
屋
は
附
近
の
田
舎
を
歩
き
廻
わ
っ
て
油
や
岨
の
原
料

を
買
い
集
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
共
の
経
験
者
で
あ
っ
た
故
太
田
清
蔵
氏
の
昔

物
語
り
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
博
多
の
三
大
社
を
背
娯
と
す
る
座
の
親
方
で
あ
る
か

ら
、
政
所
と
号
し
た
事
も
理
解
で
き
る
。

三
大
社
を
背
景
と
す
る
と
云
っ
て
も
、
勿
論
箱
綺
八
幡
専
属
の
座
で
あ
っ
て
、
共

の
焙
明
油
を
納
め
る
位
で
は
、
座
親
の
お
宮
に
対
す
る
奉
仕
の
全
部
で
は
あ
り
得
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
奥
堂
は
博
多
奥
堂
の
家
の
敷
地
は
畠
地
と
云
う
名
儀
に
な
っ
て

居
た
が
、
内
訳
は
畠
一
町
五
反
半
、
屋
敷
は
方
―
町
で
あ
っ
た
こ
と
は
嘉
占
三
年
の
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法
魯藤
次
郎

相
国
寺
逹
蔵
主

右
の
内
綱
庭
、

り
、
博
多
港
の
海
岸
一
帯
を
い
＼
、
或
は
北
の
浜
と
も
云
っ
た
。
辻
は
博
多
の
辻
堂

の
辻
で
あ
り
、

た
ゞ
市
と
あ
る
の
は
、
博
多
の
市
小
路
の
市
で
あ
ろ
う
。
加
屋
は
筑

前
枷
屋
で
、
摂
津
で
は
あ
る
ま
い
。
洩
堂
の
馬
大
夫
は
千
貫
文
衆
で
も
あ
り
、

貫
文
衆
で
も
あ
る
。

一
人
で
．
一
人
分
の
柏
前
を
打
し
て
届
る
の
は
外
に
な
く
、
こ
れ

は
前
に
述
べ
た
箱
崎
油
神
人
馬
大
夫
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
此
の
外
に
も
右

の
博
多
曲
人
の

1
に
は
こ
の
座
衆
の
神
人
で
あ
る
者
も
居
た
で
あ
ろ
う
。

仰
堂
は
こ
う
し
て
向
連
を
円
外
に
脹
っ
て
店
た
ら
し
く
、
奥
堂
の
彼
れ
の
家
居
は

左
衛
門
五
郎

船
頭
口
入

源
―
―
一
郎

澳
堂
、

今
熊
野
は
博
多
に
同
町
名
が
あ
る
。

船
頭
口
入

太
郎
九
郎

深
沢

の
商
人
と
思
わ
れ
る
者
が
多
い
。

千
貫
分
（
注
略
す
）

今

熊

野

正

等

純

蔵

主

松

竹

者

畠
中助
次
郎

岸
代安
藤

寮
蔵
主
口
入

良
心

広
小
路
新
三
郎

町

限

堂

四
郎
左
衛
五
郎
次
郎

同
（
和
泉
丸
客
人
）
五
百
貫
文
衆 陶
殿
口
入

太
郎
左
衛
門

相
国
i
ザ

元
都
寺

晶
中平
左
衛
門辻

孫
三
郎

竜
明
坊

勢
阿
弥
ん
衛
門
五
郎

洩
堂右
馬
大
夫

後
藤

相
国
寺
集
安

兵
庫
問
丸

左
衛
門
四
郎

澳
浜
は
沖
浜
と
あ

二
条
町
神
六

相
国
寺
集
因

五
百

面
屋孫
三
郎

四
郎
太
郎

畠
中新
五
郎

洩
浜新
左
衛
門綱
庭太
郎
右
衛
門

兵
五
郎

正
等又
五
郎

塵
堂右
馬
大
夫

正
使
口
入

良
意

座
親
も
座
子
も
油
商
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
方
面
に
商
納
を
張
っ
て
居
た

よ
う
で
あ
る
。
戊
子
（
応
仁
―
-
）
入
明
記
に
此
の
年
発
船
、
文
明
元
年
に
帰
っ
た
遣

明
船
は
、
第
一
号
船
は
幕
府
、
第
二
号
船
は
細
川
氏
、
第
二
号
船
和
泉
丸
は
大
内
氏

で
あ
っ
た
。
大
内
船
の
経
党
は
多
く
博
多
商
人
の
手
に
あ
っ
た
如
く
、
乗
組
み
の
商

人
（
客
人
衆
）
の
内
、
千
貫
文
衆
（
船
載
貨
物
の
渾
賃
千
貫
文
を
支
払
う
者
）
五
百

貫
文
衆
の
名
筋
が
あ
る
。
そ
れ
等
は
大
内
船
の
客
人
衆
だ
け
で
あ
っ
て
、
博
多
方
面

座
の
組
織
の
一
端
を
知
る
べ
き
史
料
に
左
の
如
き
文
害
が
あ
る
。

相
当
の
威
勢
を
呈
し
て
居
た
ら
し
い
。
彼
れ
の
奥
堂
の
屋
敷
は
畠
地
―
―
町
五
反
半
と

あ
る
が
、
共
内
家
居
敷
は
方
―
町
と
あ
り
、
他
は
畠
地
―
町
五
反
半
と
あ
る
が
、

こ

れ
も
畠
地
名
儀
の
倉
庫
敷
地
な
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
前
に
述
べ
た
よ
う
に
八

神
域
の
待
辿
を
与
え
ら
れ
た
ら
し

（
家
ヵ
）

く
、
文
安
二
年
二
月
日
、
宗
盛
家
の
制
札
に
「
禁
制
奥
堂
左
衛
門
所
、
右
宗
風
仁
、

共
外
方
よ
り
、
小
用
な
ど
い
た
す
者
あ
ら
ば
、
即
ち
う
し
ん
（
注
辿
）
あ
る
べ
し
」

と
あ
る
。
彼
れ
は
此
の
外
博
多
猿
船
に
も
諸
役
受
除
の
屋
敷
三
筒
所
を
有
し
、
犬
馬

場
に
も
屋
敷
を
有
っ
て
居
た
よ
う
で
あ
る
（
応
永
三
十
三
年
如
月
廿
日
生
石
親
輌
書

連
す
る
様
な
事
を
考
え
て
見
た
い
。
前
に
引
用
し
た
文
安
二
年
の
宗
盛
家
の
左
衛
門

太
郎
に
宛
て
た
下
知
状
に
政
所
と
し
て
座
子
を
成
敗
す
る
先
例
に
由
る
権
限
の
一
っ

が
述
べ
ら
れ
て
居
る
。
則
ち
座
子
の
権
限
は
必
ず
し
も
平
均
で
は
な
く
、
共
の
内
の

船
持
衆
と
い
う
の
は
船
を
所
有
し
て
居
て
広
く
商
売
す
る
者
と
船
持
ち
で
な
い
者
と

は
差
別
が
あ
っ
た
。
船
持
衆
は
帆
別
銭
に
類
す
る
よ
う
な
も
の
を
お
宮
に
納
め
る
な

ど
、
よ
り
多
く
の
奉
仕
を
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
優
遇
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
家
内
之
内
し
可
売
」
と
あ
る
の
は
、
家
の
内
の
者
と
し
て
商
売
す
る
こ
と
を
許
す

の
意
と
解
す
べ
く
、

う
。
而
し
て
別
家
を
す
れ
ば
、
政
所
（
座
親
）
た
る
奥
堂
家
か
ら
請
け
売
り
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
永
享
十
二
年
八
月
四
日
附
け
、

宗
盛
国
の
下
知
状
に
「
博
多
双
崎
油
晶
売
買
輩
事
、
不
随
政
所
之
由
、
共
聞
候
、
不

可
然
候
」
と
あ
る
。

家
の
者
が
家
の
者
に
は
、

別
に
油
を
売
る
必
要
は
な
い
と
息

船
持
衆
の
家
族
は
油
売
買
権
を
認
め
ら
れ
た
ら
し
い
。

前
掲
文
安
二
年
の
文
書
に

◎
>
座
の
組
織
。

座
の
組
織
と
い
う
程
の
事
は
分
ら
な
い
が
、
若
干
そ
れ
に
関

下
等
）

幡
御
領
の
名
を
有
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら

四
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ス
う
t

油

沖―

に

つ

し‘

て

第
四
条
は
油

1
別
の
意
吐
は
冒
し
得
な
い
。
斗
別
と
汀
読
み
に
す
る
の
か

麻
は
之
れ
を
見
付
け
た
痺
衆
が
均
等
分
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

勿
論
こ
れ
も
旅
胡

は
せ
に
）
押
収
し
て
座
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

「
存
ず
べ
し
」
と
い
う

大

神

新

太

郎

大

神

彦

五

郎

大

神

善

二

郎

大

神

助

七

郎

（力）
灯
継
跡

御
袖
座
中
法
度
之
事

旅
油
見
合
、
押
取
、
為
即
中
可
存
之
市

売
胡
麻
在
之
時
、
難
為
少
分
、
兄
合
仮
衆
、
勺
分
可
分
取
之
事

船
持
衆
之
外
油
は
や
し
、

1
可
出
之
巾

油
売
斗
別
、
油
屋
二
不
可
悦
之
事

船
持
衆
之
外
油
す
め
ぺ
か
ら
ざ
る
事

永
禄
十
―
―
一
年
霜
月
古
日

第
一
条
は
博
多
以
外
の
地
方
か
ら
流
れ
て
来
る
賠
み
油
は
、
見
つ
け
次
第
（
見
合

の
は
座
の
所
存
と
し
て
、
処
理
す
る
の
念
で
あ
ろ
う
。
第
二
条
油
の
原
料
と
す
る
胡

麻
で
あ
ろ
う
。
第
三
条
船
持
亦
子
の
外
は
は
や
し
を
出
す
こ
と
を
梵
じ
た
。
博
多
の

名
物
に
松
囁
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
小
松
内
府
平
屯
盛
の
徳
を
た
4

え
て
起
っ
た

と
い
う
伝
え
で
あ
る
。
は
や
し
の
文
句
に
「
松
や
、
松
や
、
小
松
や
」
と
い
う
―
ー
ロ
莱

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
足
っ
た
伝
説
で
あ
ろ
う
。
ヴ
十
町
時
代
の
初
め
の
川
か
ら
、

王
且

に
一
般
に
行
わ
れ
た
も
〇
、
博
多
て
は
処
の
崇
商
な
ど
が
め
い

l
＼
催
し
た
も
の
ら

し
く
、
油
座
の
も
の
は
船
持
ち
で
な
け
れ
は
、

そ
れ
を
催
す
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ

「
は
か
り
別
け
」
と
で
も
読
む
の
か
解
ら
な
い
。
叶
塁
器
に
ち
な
ん
だ
油
店
の
し
るタバ

し
で
で
も
あ
ろ
う
か
、
明
治
時
代
ま
で
酒
店
の
し
る
し
に
杉
の
葉
の
丸
く
苅
っ
た
束

大
神
源
左
衛
門
勝
秀

右
条
々
仔
先
例
相
定
畢
、
若
有
秤
此
旨
仁
者
、
堅
rll不
可
准
之
、
伯
状
如
件

が
印
頭
に
「
ろ
し
て
あ
っ
た
が
、

油
扇
か
恣
に
油
木
（
或
は
油
器
と
あ
り
）
を
樹
て
る
事
を
禁
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
も
解
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
斗
別
も
仙
木
の
類
か
。
博
多
の
占
老
に
た
つ
ね
て
見

0

0

つ

'
J
o
c

た
い
。
第
五
条
の
油
す
め
べ
か
ら
ず
の
仮
名
古
き
の
六
字
は
、
字
体
が
甚
だ
分
明
で

な
l ¥ 

がヽ

五

そ
の
類
の
も
の
か
。
離
官
八
幡
の
文
凸
に
座
外
の

一
応
す
め
べ
か
ら
ず
と
誌
ん
だ
。
苫
し
船
持
座
，
十
の
外
は
、
精
油
を
許
さ

ぬ
と
い
う
の
て
あ
ろ
う
。
最
後
の
起
反
者
は
座
中
に
准
ず
べ
か
ら
ず
と
云
う
用
語
は

適
当
で
な
い
。
ボ
ず
べ
か
ら
ず
は
座
子
と
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
、
即
ち
座
中
よ
り

排
斥
す
る
の
込
で
あ
ろ
う
。
此
の
怯
説
は
一
般
の
座
の
ま
と
ま
っ
た
申
介
わ
せ
法
規

と
し
て
、
現
に
伝
わ
る
も
の
で
は
珍
ら
し
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
室
町
時
代

の
切
頭
前
後
、
諸
国
の
治
安
が
甚
だ
し
く
弛
む
よ
う
に
な
る
と
、
武
人
社
会
に
於
て

も
、
亦
商
人
仲
間
に
於
て
も
、
自
ら
衆
団
的
に
自
衛
の
策
を
構
ず
る
よ
う
に
な
り
、

私
に
衆
団
の
巾
合
わ
せ
法
規
の
よ
う
な
も
の
が
現
わ
れ
た
。
老
生
が
導
ら
研
究
に
心

か
け
て
居
ろ
大
船
廻
法
な
と
も
こ
う
し
た
社
会
状
紡
の
所
産
で
あ
る
。

の
辿
署
名
に
汀
意
し
た
い
。

こ
の
座
中
法

規
は
其
の
一
っ
と
し
て
も
、
輿
味
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
で
此
の
文
韮
自

日
附
け
の
ド
、
即
ち
最
初
の
署
名
者
が
座
親
で
は
な
か

ろ
う
か
。
惜
し
い
こ
と
に
は
、
文
沓
の
終
り
に
「
打
継
跡
」
と
あ
る
か
ら
、
文
古
の

由
か
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
署
名
者
の
連
中
と
し
て
は
五
人
の
外
に
ま
だ

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
初
の
署
名
者
が
座
親
で
、
代
表
者
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
で
、
特
に
諒
左
衛
門
だ
け
が
本
名
を
品
戟
し
て
居
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て

又
外
の
四
人
か
皆
大
神
姓
を
称
し
て
店
ろ
点
を
汀
丘
し
た
い
。
失
わ
れ
て
分
ら
な
い

若
干
名
も
、
恐
ら
く
大
神
を
称
し
て
居
た
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
事
実
沖
子
一
同
か
大

袢
奸
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
博
多
三
傑
と
い
わ
れ
る
中
に
大
費
九
郎
左
衛
門
逍
句
が
あ

る
。
大
竹
姓
も
今
は
大
神
と
書
く
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
も
と
／
＼
大
神
か

正
し
く
、
天
中
頃
其
の
名
を
あ
ら
わ
し
た
宇
佐
八
幡
の
神
中
に
大
神
朝
仲
杜
女
あ
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ヽ

う
に
な
り

ろ。 す
る
も
の
で
あ
ろ
か
、
庄
と
い
う
試
ぶ
も
、
之
れ
に
閃
連
し
た
名

11
も
か
つ
て
此
の

一
般
に
附
と
い
う
も
の
は
、
共
の
起
り
、

及
ひ
共
の
性
質
が
多
坪
多
椋
で
あ
る

こ
と
を
息
わ
し
め
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
卯
昧
も
多
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
此

の
油
庫
は
初
め
か
ら
経
椅
組
織
と
し
て
生
れ
た
も
の
て
は
な
く
、
石
泊
水
八
幡
の
神

人
写
の
地
区
的
の
糾
織
か
、
杯
々
の
円
縁
に
義
わ
れ
て
陀
の
径
済
的
本
竹
を
も
つ
よ

つ
い
に
は
其
の
木
四
を
逸
脱
し
て
乳
国
的
存
在
と
な
り
、
神
人
の
組
緑

が
坦
い
的
件
仄
仝
体
に
拡
り
、
時
机
の
納
に
駆
ら
れ
て
一

tj
的
な
性
忙
を
有
し
、
室

町
麻
附
を

111
心
と
す
ろ
守
謹
地
頭
及
ひ
其
の
り
下
の
新

iH
紡
力
の
攻
防
の
間
に
介
在

文
げ
（
以
下
此
＇
又
古
は
離
宜
八
括
文
山
を
さ
す
）
に
は
あ
ら
わ
れ
て
店
な
い
の
で
あ

右
之
神
下
軍
役
候
間
、
神

江
追
の
中
限
は
日
使
神
中
の
叫
役
の
由
来
と
完
柑
田
の
確
保
の
訴
え
に
あ
っ
た
。

面
し
て
そ
れ
に
も
増
し
て
丁
要
な
杵
限
て
あ
っ
た
本
社
八
幅
宮
内
殿
の
灼
油
料
の
支

配
と
い
う
こ
と
に
は
全
然
言
及
し
て
い
な
い
。
又
完
得
田
以
外
の
所
領
に
つ
い
て
も

大

I l l 

綺

地
謳
臼
八
幡
の
文
書
で
あ
る
。

.
-
-
I
¥、トー
-ll}
、

』

-
7
_
J
-
、
Je

共
の
大
乎
は
油
庫
に
閃

c

□
大
山
崎
神
人
座
の
起
屁
と
日
使
の
神
市
。

大
山
舶
油
比
の
主
娑
史
料
は
同

□
大

山

崎

神

人

油

座

大
山
崎
神
人
几
孔
翡
「

も
知
れ
な
い
。

同
放
で
あ
ろ
と
い
う
こ
と
が
陀
，
~
の
椛
科
を
守
る
た
め
に
刊
す
る
所
か
あ
っ
た
の
か

山
騎
神
人
の
由
来
を
的
巾
に
述
べ
た
も
い
で
、
木
苔
仝
体
に
閃
す
る
正
翌
，
父
上
11

（豊

臣
氏
時
代
）
て
あ
る
か
ら
、
左
に
引
川
す
る
。

-
W
I
由
苫
、
八
幡
大
灼
薩
丁
砂
よ
り
此
地
へ
う
つ
ら
せ
ら
れ
、
且
の
宮
今
に
厳
軍
也
、

帥
使
に
て
八
幡
山
（
男
山
）
へ
御
況
庁
也
、
灯
／
之
侍
致
化
本
似
、
其
儀
式
H
叫
（
日

使
）
之
亨
是
也
、
几
後
此
へ
軌
定
あ
り
て
、
炒
使
伏
と
し
て
訪
巾
似
也
、
頭
人
打
少
犀

八
、
役
苔
苔
間
身
鳳
卜
之
八
也
、
よ
っ
て
守
裏
ぷ
人
之
所
也
、
公
方
粽
御
八
々
御
判
在

之
じ

一
四
岡
所
々
在
々
買
得
分
川
畠
之
巾
、
白
往
古
餌
相
心
巾

一
城
州
、
い
州
所
々
散
介
買
得
分
之
廿
~

信
長
様
徊
生
口
、
閏
，
1
1
（
否
~
占
）
殴
杜
御
判
彼
成
卜
候
、

物
之
条
、
御
免
貯
素
存
た
て
ま
つ
り
、
致
刷
祈
汀
事

ー

一
月
ブ
ー

（
石
泊
水
文
占
六
）

じ
よ
う
な
認
味
で
、

陀
巾
一

□大
神
を
称
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

或
は
庫
匁
と

人
の
数
は
釣
は
多
か
る
へ
く
、
共
の
糾
緑
も
札
々
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ん
の
文
古
は
大

し
て
、

連
叫
叫
の
一
員
と
し
て
は
特
松
州
加
氏
を
称
し
て
い
た
~
い
て
あ
乙
。
’

↑

-

l
と
n

オ

ー

そ

概
訊
丑
い
）

大
山
的
い
神
人
は
れ
の
内
に
は
い
入
て
戸
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら

給
神

肥
前
0
松
油
仙
氏
の

、、、

一
況
は
木
姓
は
そ
れ
か
＼
い
し
く
な
い
の
で
あ
る
カ

嘉
~
と

人
、
共
の
高
八
11

し
て
ー
ハ
ー
11
八
卜
几
石
合
で
あ
っ
た
3

□隠
iIljI
く
京
都
御
役
州
向
大

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

賢
間
と
し
て
対
に
咆
へ
た
。

余
人
で
其
の
[
い
げ
し
て
丁
三
月

O
七
石
、

肱
叫
仲
人
か
＿
約
あ
り
、
約
人
数
約
百

こ
よ
、

9

,

9

9

9

 

伯
左
衛

1
は
見
え
て

□な
い
。

或
げ
几
亀
年
巾
〇
冒
次
郎
の
州
の

III八
/
げ

別
全
体
の
御
生
山
飢
は
、
じ
千
余
ん
、
そ
い
臼
本
叫
加
人
三
組
あ
り
、
詫
人
数
五

1

て
未
ろ
が
、

（
墳
窄

Tll
尚
八
明
品
）
大
神
い
合
は
見
え
な
い
。

奥
章
代
々
の
~
文
類

幡
附
五
に
住
ん
て
冒
た
沖
人
の
政
は
斤
百
几
1

人
（
古
巾
類
頒
引
く
．
↑
ー
月
花
）

し、北
ー

郎
、
同
言
八
郎
、

船
四
抑
屋

t
后
芹
の
名
が
天
交
の
追
明
使
策
．
彦
の
博
名
往
束
に
出

た
よ
う
で
虎
バ
。
載
国
間

1
か
ら
江
戸
叶
代
の
初
め
の
~
、
大
休
に
い
て
石

l
i
j水八

く
同
族
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
先
き
と
田
心
わ
れ
る
神
岸
刀
い

同
一
郎
太

石
泊
水
八
裕
の
神
人
は
凡
の
数
も
名
く
。
鍔
五
白
に
も
相
当
の
足
鳳
を
も
っ
て
屈

う
。
但
し
大
胃
道
句
は
之
れ
と
ど
ん
な
つ
な
が
り
の
あ
ろ
由
か
分
ら
な
い
が
、

恐
ら

の
か
あ
ろ
よ
う
で
あ
ス
。

！） 

暫
く
北
九
州
に
拝
っ
て
居
る
故
氏
族
で
あ
る
。

奥
堂
家
も
大
神
で
あ
っ
た
ろ

し
て
、
且
建
的
な
絡
）
と
な
っ
た
。
此
の

は
他
の
多
く
の
也
と
は
｀
ろ
閃
る
も

.‘
 ，
 

[／ 
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油

成

に

つ

し、

一
通
も
見
え
て
屈
な
い
か
、

て

室
町
協
府
乍
行
衆
ド
知
状
冗
)

石
出
水
文
古
一
．
に

寺
略
己
）

了
在
、

/イ

や
が
て
男
山
に
鋲
座
し
た
。
共
の
際
山
崎
の
位
（
神
人
）
が
机
奉

―

佳

r
，ヽ

七
の
岡
／

ー

p
：ぐ、

叶）＇ー

Lr

即
ち
河
陽
宣
）
の
「
辺
に
」
（
朝
野
群
載
所
収
石
泊
水
八
幅
宮
設
日

起
り
は
、
日
わ
く
僧
行
敦
か
字
佐
八
幡
を
勧
芯
し
米
た
っ
て

災 で
あ
る
。

日
使
の
神
事
に
閃
す
る
知
議
の
な
い
白
分
は
右
の
緑
起
に
依
て
多
く
敦
え

ら
れ
る
面
が
あ
る
。
神
市
の
日
取
り
は
四
月
一
二
日
で
あ
る
。

共
の
謂
わ
れ
か
よ
く
分
ら
な
い
。

こ
れ
を
木
社
八
幡
の
行

保
延
六
年
正
月
本
杜
火

（
一
部
な
ら
ん
）
臼
っ
て
沿
営
、
同
宜
放
生
会
に
削
じ
て
遷
宮
祭
の
行
わ
れ
た

の
が
、
同
年
四
月
一
一
日
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
祭

H
の
起
原
か
も
知
れ
な
い
。
神
市
の

一
時
山
綺
離
宮
（
紐

し
、
共
の
神
事
の
頭
役
か
少
行
待
追
、
以
下
の
供
卒
者
は
共
の
随
身
格
で
あ
っ
た
。

云
々
。
こ
れ
か
日
使
神
ejS
と
山
崎
神
人
と
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
此
の
神

市
と
山
綺
神
人
と
の
閃
係
は
長
く
つ
つ
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
辿
し
て
山
綺
袢
人

窄
に
何
等
か
の
役
袖
か
あ
っ
た
か
と
う
か
、
其
だ
分
明
で
な
い
。
反
対
に
相
当
の
納

附
を
本
社
に
し
な
け
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
。
之
れ
に
閃
す
ろ
史
料
は
此
の
文
内
に
は

苫
払
り
雑
窄
巾
、
大
山
崎
LJ
可
役
刈
頭
用
庁
直
、
鳳
甘
足
、

（
マ
、
）

於
此
頭
粁
、
先
に
更
佃
退
伯
条
、
以
地
足
冗
百
買
文
、

納
付
八
幅
宮
山
，
冒
料
之
処
、

可
本
加
之
、
於
弐
百
口
文
、
去
年

L-
し
，
、
ノ

'r.

,',1,、9

．
向
仙
叶
納
召
々
、
以
外
之
次

中
致
社
納
之
、
祖
残
分
者
、

第
也
、
所
は
今
月
rll
皿
背
済
者
、
可
彼
人
酔
直
之
由
、
所
緞
仰
出
候
、
状
如
件

（
吝
藤
力
）

、

K
I
ー
・五

月

十

六

日

時

枯

判

（
松
田
）
香

俊

判

事
に
当
っ
て
見
て
も
、

地
に
な
っ
た
由
来
と
し
て
、

本
社
八
幅
の
日
使
の
神
ボ
に
就
い
て
況
明
し
て
居
る
の

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
共
0
山
ら
庄
迎
せ
ん
と
し
た
の
は
、

大
山
崎
が
守
濯
門
小
入

訴
え
る
由
が
な
い
。

こ
れ
は
―
つ
の
中
か
当
叶
既
に
影
が
池
く
、
過
去
の
市
尼
な
っ

七

を
命
じ
て
届
る
。
又
応
永
―
-
+
―
什
八
月
几

11
、
沙
僻
某
薯
名
の
奉
由
に
「
就
油
直

と
が
わ
か
る
。

次
に
明
徳
五
年
四
月
日
門
左
衛
門
佐
料
名
の
魯
府
の
本
占
に
「
＂
代

応
仁
の
大
乱
後
諸
秩
序
が
乱
れ
、
都
訊
の
交
通
か
困
難
と
な
っ
て
頑
役
の
経
費
も

な
く
な
っ
て
、
杜
納
が
停
滞
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
或
は
宛
名
に
も
惣
社
と
あ
り
、
大

山
的
か
一
且
的
な
存
在
と
な
っ
た
鈷
果
、
杜
納
を
踏
み
例
す
こ
と
に
な
っ
た
か
も
知

と
息
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
相
門
額
で
あ
り
、
大
山
崎
と
し
て
集
め
る
川
途
の
高

も
相
当
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
げ
な
ら
ぬ
。
大
山
崎
神
人
座
は
油
州
と
い
う
よ
り

は
、
日
使
神
ポ
の
神
人
府
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
ヽ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
所
が
此
の

日
使
神
事
の
頭
役
を
勁
仕
す
る
者
は
し
は
ー
~
之
を
同
雌
し
て
居
る
。
明
徳
元
年

官
内
彦
次
郎
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
か
此
の
文
げ
に
見
え
る
日
使
神
市
に
就
い
て
起

っ
た
閏
題
の
最
初
で
あ
っ
て
、
明
柏
二
年
六
月
一
1

日
附
け
て
右
京
大
夫
の
奉
書
を
以

て
右
の
人
物
に
こ
れ
を
任
命
し
て
い
る
。
彦
次
郎
は
容
易
に
命
を
本
し
な
か
っ
た
こ

胡
麻
買
之
段
無

f
糾
」
仇
て
左
近
将
監
の
父
往
阿
憐
に
叫
役
を
勁
仕
せ
し
め
ん
こ
と

応
、
令
え
定
成
古
入
迅
予
，
且
処
、
難
渋
云
々
」
と
あ
り
、
油
商
克
に
就
い
て
と
あ
る

だ
け
で
、
明
瞭
で
な
い
か
、
明
徳
五
年
の
文
出
の
文
―
tn
を
参
考
す
れ
ば
、
油
完
買
の

役
は
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
い
む
つ
か
し
い
役
目
で
あ
っ
た
。

と
云
え
ば
、
造
宮
の
般
中
か
と
思
わ
れ
ろ
。

或
は
右
fi
白
貫
文
は
臨
時
の
造
営
料
か

斤
年
本
社
か
火
災
に
樅
り
、

大
永
六
年
に
虚
宜
祭
が
行
わ
れ
て
居
る
。
永
正
ー
五
午

猶
ほ
ん
改
官
料
は
紺
年
納
め
る
も
の
と
し
て
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
息
え
る
。
永
正

れ
な
い
。

内
に
も
、
石
清
水
文
書
に
も
所
見
か
な
い
。

（
認
貨
）

と
し
て
の
収
人
が
あ
っ
た
よ
う
て
あ
る
。

そ
れ
に
闊
す
ろ
史
料
は
此
0
，
父
~

日
使
神
事
の
設
役
か
二
人

大
山
崎
的
庄
中

^
A『

rlI、

(
4
リ

脇
叫
の
一
．
人
か
）

あ
り
、
北
の
役
務
の
川
這
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明
し
て
居
る
。

石
清
水
八
幡
宮
日
使
役
、

販
閉
籠
之
趣
、
可
被
加
下
知
大
山
綺
神
人
等
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
例
執
達
如
件守

寛
正
五
年
十
二
月
八
日

後
花
園
上
皇
の
院
宣
は
前
日
を
以
て
下
さ
れ
、
此
の
文
店
の
中
に
あ
る
。
右
文
書

の
内
容
に
よ
り
、
漸
く
頭
役
に
な
る
者
が
な
く
、
神
市
が
行
わ
れ
ず
、
神
人
が
こ
れ

に
対
し
て
八
幡
宮
に
閉
籠
し
て
抗
儀
し
て
居
る
ら
し
い
。
神
輿
神
木
の
内
裏
侵
入
は

持
ち
出
し
坐
込
み
で
あ
り
、
閉
節
は
社
内
坐
込
み
で
あ
る
。
何
れ
も
強
訴
で
あ
り
、

為
め
に
公
武
に
は
随
分
の
精
神
的
威
嚇
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

頭
役
の
本
社
に
対
す
る
負
担
に
つ
い
て
は
、
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に

述
べ
た
。
そ
れ
を
補
う
意
味
で
油
商
買
を
か
ね
し
め
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
も
彼
の
役

勤
仕
の
負
担
に
は
つ
り
あ
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
応
永
十
八
年
六
月
二
十
九
日

附
け
百
都
府
の
下
知
状
に
拠
れ
ば
、
播
磨
国
坂
越
庄
の
掃
部
男
が
此
の
役
に
難
渋
し
、

応
永
八
年
以
来
閲
怠
し
居
る
の
で
、
成
敗
を
加
え
ん
と
し
た
と
こ
ろ
、
同
人
は
逃
亡

し
て
終
っ
た
。
し
か
し
来
月
十
五
日
迄
に
は
参
洛
せ
し
め
て
、
役
目
を
全
う
せ
し
む

べ
し
、
若
し
応
じ
な
け
れ
ば
「
親
類
な
ら
び
に
傍
輩
に
相
懸
け
」
て
も
就
任
せ
し
め

当
宮
検
校
法
印
御
房

尾

張

近
年
難
渋
輩
事
、
明
春
厳
密
可
被
仰
旨
、
被
成
院
宜
畢
、
可
退

権
限
を
訴
え
て
、
共
の
頭
役
を
勤
仕
せ
し
め
よ
う
と
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

永
享
二
年
に
も
尾
州
山
田
荘
適
宋
な
る
も
の
も
頭
役
に
つ
い
て
異
儀
に
及
ぶ
と
あ

ろ
。
享
徳
三
年
に
は
紀
州
藤
代
の
左
近
衛
門
な
る
者
が
熊
野
の
神
人
と
号
し
て
此
の

役
を
勤
め
る
こ
と
を
渋
っ
て
居
る
。
其
の
前
年
十
一
一
月
二
十
―
―
―
日
に
は
、
検
校
准
后

の
令
旨
を
熊
野
山
別
当
に
宛
て
＼
、
左
近
衛
門
に
頭
役
を
勤
仕
す
る
こ
と
を
命
ぜ
し

め
て
居
り
、
其
の
外
の
手
も
つ
く
さ
れ
て
居
て
も
、
彼
れ
は
命
を
奉
じ
な
い
の
で
あ

ろ
。
此
の
神
事
の
渋
滞
は
市
大
事
件
と
さ
れ
た
ら
し
く
、
次
の
下
知
状
が
こ
れ
を
説

よ
う
と
あ
る
。
而
し
て
掃
部
男
が
逃
亡
し
た
こ
と
に
対
し
て
「
無
理
之
所
致
駅
、
不

可
不
誡
」
と
あ
る
の
は
、
役
目
遂
行
の
困
難
に
対
す
る
反
省
で
は
な
い
か
と
思
う
。

又
此
の
文
面
か
ら
考
え
る
と
役
と
い
う
の
は
役
料
の
負
担
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

関
す
る
こ
と
が
此
の
文
北
り
に
全
く
見
え
な
く
な
る
。
そ
れ
は
大
山
崎
と
し
て
、
此
の

神
事
に
関
係
す
る
こ
と
が
衰
え
て
終
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
大
山
崎
の
特

権
の
由
来
す
る
根
元
と
し
て
、
此
の
神
事
が
噴
視
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
あ
げ
た
神
人

の
注
進
状
で
も
明
か
で
あ
る
。
猶
ほ
又
此
の
頭
役
が
山
崎
神
人
以
外
、
地
方
の
商
人

の
も
の
は
、
貞
応
元
年
十
二
月
の
庁
宣
で
あ
る
。
之
れ
に
依
て
保
証
さ
れ
た
権
利
の

内
容
は
「
交
易
油
以
下
雄
物
往
反
不
破
関
」
の
勘
過
だ
け
で
、
同
年
同
月
十
七
日
附

け
の
関
東
施
行
が
つ
い
て
届
る
。
最
初
ゆ
る
さ
れ
た
る
も
の
は
不
破
関
の
勘
過
だ
け

で
、
無
論
油
だ
け
で
雑
物
と
あ
る
の
は
主
と
し
て
油
の
原
料
で
あ
る
在
胡
麻
を
さ
す

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
七
八
年
、

八
月
七
日
（
延
慶
二
年
か
三
年
）
附
け
六
波
雖
時

敦
、
貞
顕
署
名
、
左
京
権
大
夫
入
近
宛
て
害
状
に
は
、
淀
、
河
尻
、
神
崎
、
渡
辺
、

兵
庫
以
下
諸
国
津
料
と
あ
り
、
山
崎
を
中
に
東
西
の
主
要
諸
関
の
自
由
勘
過
に
拡
大

さ
れ
た
。
正
和
三
年
十
月
十
日
附
け
執
権
相
校
守
署
名
六
波
都
宛
て
の
御
教
書
と
、

こ
れ
に
附
随
す
る
同
年
十
二
月
七
日
附
け
六
波
羅
の
施
行
に
は
「
諸
国
所
津
料
」
と

分
は
東
大
寺
料
、
他
の
半
分
は
住
吉
神
社
造
営
料
と
な
っ
て
居
り
、
兵
庫
餡
置
石
は

東
大
寺
八
幡
料
と
な
っ
て
居
り
、
神
崎
及
び
渡
辺
は
播
磨
の
福
泊
の
福
泊
島
の
修
固

当
時
摂
津
の
兵
庫
、

一
洲
、
渡
辺
の
三
筒
津
の
関
所
支
配
は
二
分
さ
れ
、
共
の
半

抽
象
的
に
保
護
さ
れ
た
。

◎
回
胡
麻
商
買
権
の
確
保
。

此
の
文
書
の
中
で
油
神
人
の
権
限
に
関
す
る
最
初

ら
し
き
者
の
＼
任
命
さ
れ
て
い
る
事
が
あ
る
。

い
。
と
に
か
く
宵
信
五
年
の
こ
の
事
に
関
す
る
閉
百
叫
事
件
以
後
日
使
神
事
の
頭
役
に

で
な
け
れ
ば
其
の
親
類
や
知
人
に
相
い
懸
け
る
、
課
す
る
と
い
う
こ
と
が
解
せ
な

八
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油

腔i

に

げ
胡
淋
面
買
を
禁
じ

つ

し‘

て

（
同
日
附
け
ド
知
状
）

又
永
和
四
年
ト
一
月
＋
―
-
日
、
届
摩
久

あ
る
か
、

共
の
最
後
か
後
柏
原
天
見
の
釣
旨
で
あ
る
。

九
そ
し
て
内
容
は
灼
油
料
れ
胡

永
和
一
ゲ
十
十
．
一
月
ト

ヽ

一日

盈
府
は
担
止
囚
堺
冗
の
住
民
助
五
郎
（
以
下
撃
）
竺
の

仰
呵
し
て
い
る
。

此
の
離
官
八
幅
の
文
門
の
中
に
は
公
家
の
血
文
は
仰
か
に
二
叫
で

儀
，
父
易
」
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
、

油
本
の
破
却
を
命
じ
た

（
同

11
附
け
御
教
卜
1

)

又

府
は
和
翠
閂
向
井
の
住
人
夜
又
次
郎
（
以
ド
略
）
咋
が
油
木
を
七
箇

J
に
仕
て
「
新

月
九
日
附
け
の
も
の
に
至
る
ま
で
八
叫
正
に
二
、

;
9
,
‘
-

．▲．．ヽ

ー
ー
一

、
r

I

~
 

延
徳
二
、

文
亀
．
．
、
大

し
、
速
か
に
そ
の
抑
置
く
高
買
物
を
以
附
せ
し
め
、
百
姓
等
を
召
進
す
べ
し
と
仏
え

て
い
る
。
播
咲
国
内
の
伴
胡
淋
，
周
買
は
、
大
山
崎
神
人
の
取
得
し
た
杵
益
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
又
応
安
六
年
八
月
十
日
袖
府
は
凸
十
い
水
八
幡
宮
検
校
の
訴
に
依
り
、

じ
、
先
規
に
任
せ
作
胡
麻
を
商
買
せ
し
め
た
。
そ
し
て
共
の
下
知
状
に
は
、
内
殿
御

燈
料
阿
波
国
花
胡
麻
商
買
と
明
記
し
、
共
の
妨
け
の
禁
止
を
、
右
の
こ
と
く
先
規
に

従
え
と
あ
る
。
又
貞
治
五
年
九
月
二
十
四
日
、
麻
府
は
山
崎
神
人
の
訴
え
に
仏
り
、

孫
七
ム
衛
門
尉
、
熱
田
宮
田
中
の
住
人
右
衛
門
次
郎
入
瓜
．
9

よ
凹
憚
勺
の
胡
庁
．
仇
買
を

禁
じ
、
子
細
を
究
明
せ
し
め
た
。

も
油
，
咋
買
の
独
占
が
忍
め
ら
れ
て
居
た
よ
う
で
あ
ろ
。
又
嘉
慶
一
正
年
一
1

一
月
五

H‘

窟

丁
且
な
表
現
な
の
で
あ
る
。

此
の
応
永
二
十
一
年
の
判
物
以
後
、
永

1
十
一
年
ト

（
同
日
附
け
将
叩
義
詮
下
知
状
）
冗
伽
国
に
於
て

て
屈
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

「
旧
例
云
々
」
と
い
う
文
匂
も
こ
れ
に
疑
い
を
行
し
た

石
清
木
八
幡
9
"
]

大
山
崎
神
人
等
巾
、

人
虹
止
之
茉
、

渚

m化
胡
麻
油
商
買
市
、
依
刀
殴
恨
訓
備
荘
、
当
神

旧
例
云
々
、
何
日
方
々
停
止
由
団
込
、
令
免
除
諸
役
之
出
、

IIJ
相
触
雰
之

ろ
か
右
に
か
＼
け
た
御
判
を
除
き
、
共
の
前
の
一
1

通
と
も
此
の
文
苫
の
中
に
追
っ
て

居
ろ
か
、
永
相
元
年
の
分
は
兵
肛
以

F
諸
閃
の
勘
過
、
明
他
の
分
は
既
に
述
へ
た
逍

り
、
大
山
崎
の
地
域
に
就
い
て
申
言
し
、
共
の
地
域
内
の
段
銭
を
免
除
さ
れ
、

ft
っ

尺
印
閲
以
下
の
励
過
か
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
、
諸
国
胡
麻
商
買
の
事
に
は
全
く
ふ
れ

永
二
、
天
文
十
七
あ
り
、
殆
ん
ど
将
軍
代
々
が
諸
閃
励
過
と
胡
摩
店
買
の
独
占
杵
を

阿
波
囚
荏
胡
麻
商
買
の
迎
乱
を
禁
じ
、

古
野
河
諸
津
の
勘
過
を
妨
け
る
こ
と
を
禁

月
十
h
日
、
明
徳
三
年
十
二
月
廿
六
日
、
応
永
．
一
十
一
年
八
月
十
三
日
の
御
判
と
あ

右
の
権
限
を
占
確
忍
す
る
下
知
状
に
は
、

刷
例
を
1
パ
休
的
に
ふ
し
て
永
和
元
年
ト

こ
＼
に
間
頴
は
旧
例
に
任
せ
と
あ
る
丸
て
あ
る
。

正
に
―
石
年
八
月
十
一

1
H
幕
川
は

刈
官
屈
札
怯
田
伽
房

麻
等
を
、

巾
ホ
川
力
と
し
て
日
飢
杵
｛
J
右
近
二
郎
、

左
近
ニ
一
郎
男
が
抑
留
せ
る
よ

応
永
廿
一
年
八
月
十
三
日

之

ii去
年
十
月
其
沙
汰
書
下
を
成
す
所
、
紋
川
せ
ず
、
剰
へ
買
置
く
と
こ
ろ
の
作
胡

状
如
件

明
赤
松
円
心
が
赤
松
帥
律
帥
に
宛
て
た
共
状
に
は
、
夫
年
十
月
播
磨
バ
伴
胡
麻
商
買

゜
る
し
さ
オ

こ
れ
は
宇
町
防
代
の
終
り
に
予
る
ま
で
変
り
は
な
い
。

既
に
し
て
年
仇
不

方
で
は
、
不
破
閃
の
名
は
あ
げ
ら
れ
す
、

多
く
は
大
津
、
坂
本
が
あ
け
ら
れ
て
勘
過

内
買
か
侃
~
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
の
方
で
は
兵
ル
を
始
め
、
淀
叫
々
上
の
議
凹
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
の

ま
だ
刊
然
し
な
い
も
の
が
あ
る
が

左
の
祉
文
に
依
て
始
め
て
山
崎
仲
人
の
讀
国
油

間
料
の
一
叩
に
迄
人
っ
て
い
た
ら
し
い
。

梧
い
相
＇
足
か
あ
る
の
で
あ
る
が
、

共
の
商
買
独
占
を
許
さ
れ
た
の
は
右
の
事
実
で
は

に
限
い
込
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

寮
す
る
所
入
王
寺
の
支
配
権
も
渡
辺
か

□訓
の

油
い
ド
請
川
の
自
由
勘
過
と
渚

Hl油
以
下
高
買
の
独
占
と
の
間
に
は

付
で
半
分
つ
＼
頒
有
し
て
訂
る
の
で
あ
る
か
ら

術
泊
修
固
料
は
吏
ら
に
仕
9

の
一
氾

た
（
同
日
附
け
下
知
状
）

料
（
福
泊
池
の
修
築
予
靡
）

と
な
っ
て
居
た
。

度
辺
の
関
は
既
に
東
大
廿
と
住
古
神

拭
し
き
い

岐
11
．
内
叫
祖
少
路
に
散
在
す
る
七
仄
か
油
木
を
辻
て

4
新
儀
父
易
す
ろ
こ
と
を
ば
し
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海
及
ぴ
山
陽
の

を
考
え
る
。

商
買
杭
に
関
す
る
こ
と
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
天
王
寺
と
の
交
渉
は
こ
の
辺

か
ら
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

濫
度

一
月
和
泉
国
向
井
（
堺
の
北

諸
国
と
云
c

て
も
日
本
全
国
で
は
な
く
、
尾
弧
、
文
ば
、
和
泉
、
紀
枡
、
備
前
、
阿

波
、
伊
予
等
十
箇
国
で
あ
る
。
勿
論
此
の
笥
囲
の
国
々
は
商
買
椛
に
関
す
る
衝
突
串

件
の
起
っ
た
国
々
で
無
市
に
両
買
が
行
わ
れ
、
書
類
と
し
て
遺
ら
な
い
国
々
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
右
の
国
々
は
不
破
関
以
東
の
五
東
の
同
々
に
限

ら
れ
、
東
悔
及
ひ
北
陸
に
は
及
ん
で
居
な
い
。
丙
は
淀
河
筋
か
ら
内
海
に
出
で
、
南

の
で
、
淀
河
が
こ
の
商
勢
を
養
う
大
動
脈
で
あ
る
。
以
下
十
筒
国
内
に
於
け
る
状
況

恨
津
で
は
丁
和
四
年
、
天
王
寺
の
領
州
木
村
の
住
人
七
郎
男
及
び
願
術
法
師
咋
が

丘
沖
閃
以
下
同
国
の
諸
関
に
於
て
、
山
綺
の
＇
打
胡
麻
等
ザ
右

rを
押
収
し
た
。
蒻
府
は

そ
れ
を
神
人
に
孔
以
せ
し
め
た
（
王
和
四
年
十
月
九
i
沙
蒻
迎
党
山
文
、
同
年
同
月

几
日
謀
原
器
親
晶
文
、
同
人
注
赴

11
録
等
）
此
の
直
ば
摂
沖
国
内
に
い
け
る
神
人
の

部
に
及
ん
で
居
る
。
河
と
海
と
の
水
路
の
便
が
し
か
ら
し
め
た
も

住
古
百
姓
穿
於
取
散
分
者
、
任
先
例
、
堅
致
ml
明
、
悉
大
山
崎
方
所

石
清
水
八
幡
宮
大
山
綺
神
人
等
申
、
去
年
六
月
十
二
日
、
於
仕
吉
浦
漂
湯
船
積
物
、
内
殿

す
べ
き
こ
と
を
令
し
て
い
る
。
木
村
は
天
王
寺
釘
と
あ
る
か
ら
、

こ
4

に
山
崎
神
人

0
ー
い
商
権
の
地
力
拡
大
。

諸
園
胡
麻
商
買
と
い
う
諸
国
の
範
間
を
苫
え
た
い
。

買
、
交
易
、
ま
れ
に
商
業
な
ど
の
語
が
通
用
さ
れ
た
。

小
路
、
天
王
寺
木
村
、
住
吉
、
遠
里
小
野
、
同
二
十
一
年
に
も
同
上
の
各
地
に
於
て

恣
に
油
木
を
立
て
「
非
分
商
売
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
、

「
神
人
等
の
商
業
」
を
全
う

と
天
王
寺
と
の
衝
突
は
絶
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
共
の
他
の
各
地
は
住
吉
神
社

開
係
の
地
と
思
わ
れ
る
。
事
件
は
必
ず
と
云
っ
て
よ
い
程
全
向
的
に
山
綺
神
人
の
勝

と
判
ぜ
ら
れ
ろ
が
、
猶
ほ
事
件
の
く
り
か
え
さ
れ
る
事
か
ら
見
れ
ば
、
幕
府
の
判
決

通
り
に
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
猶
ほ
両
者
の
間
に
油
に
関
し
、
打

別
の
事
件
が
あ
っ
た
。
此
の
文
害
巾
に
芹
の
如
き
一
通
が
遺
っ
て
居
る
。

御
僭
油
化
胡
肱
事
、

返
付
之
状
如
件

応
永
六
年
七
月
廿
一
日

沙
弥
定
景
（
花
押
）

こ
4

に
虞
渇
物
と
あ
る
の
は
さ
船
流
船
の
茄
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
総
べ
て
住
吉

神
社
の
修
刑
料
と
さ
れ
た
の
は
し
古
以
来
の
風
罰
と
思
わ
れ
ろ
。
住
古
大
明
神
神
代

記
に
載
っ
て
居
る
荷
前
―
一
処
幣
nlfJ
凸
等
本
緑
に
「
右
＂
何
前
升
陪
・

11
巾
浜
等
、
昔
気
長
帯

0

0

 

C
 

O
 

C
 

姫
賃
后
所
奉
寄
也
、
天
一
二
韓
国
調
貢
、
従
此
JIl
連
進
、
而
涼
没
、
此
川
俯
有
制
不
運

っ
て
い
る
が
、

閂
に
は
無
意
識
に
混
川
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。

猶
ほ
類
晶
と
し
て
売

ら
れ
た
。

後
は
延
喜
弐
に
あ
る
が
如
く
い
完
と
悶
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
今
大
略
原
文
に
従

て
油
木
を
立
て
＼
新
儀
交
易
を
し
た
。

ど
に
は
一
言
も
及
ば
す
、

商
買
と
い
う
用
語
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
初
め
ま
で
用
い
ら
れ
、

何
れ
も
油
木
を
破
却
さ
れ
、

（
何
れ
も
固
年
同
月
冗
日
附
経
府
下
知
状
二
通
）
又
応
水
四
年
に
も
逆
祖

商
買
を
梵
ぜ

区
の
闘
樅
や
胡
麻
等
の
商
買
権
は
武
家
が
許
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

其
の

麻
の
諸
関
達
乱
を
倅
止
す
る
と
の
み
あ
り
、
胡
麻
商
買
や
大
山
崎
地
区
の
諸
権
益
な

こ
れ
を
貞
応
元
年
の
院
庁
下
文
と
比
較
す
れ
ば
、
不
破
関

を
諸
閲
と
あ
る
の
が
相
違
す
る
の
み
。
故
に
こ
の
綸
旨
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
王
し
い

柘
益
を
再
確
氾
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
自
然
こ
の
間
に
神
人
等
が
確
得
し
た
山
綺
地

月
、
同
国
我
孫

f
の
住
人
法
師
太
郎
、
同
国
山
内
の
住
人
四
郎
太
郎
、

（
マ
、
）

（
何
れ
も
同
国
東
成
郡
）
の
住
人
四
郎
四
郎
男
等
も
亦
住
吉
神
社
の
油
神
人
と
号
し

同
国
喜
辿

吉
神
社
に
も
訓
座
が
あ
っ
て

又
同
年
同

郊
、
今
大
阪
市
内
）
の
住
人
等
と
同
国
安
松
（
泉
南
郡
）
の
宮
内
太
郎
等
住
吉
神
社

の
油
神
人
と
号
し
、
油
木
を
立
て
＼
新
儀
の
交
易
を
買
ん
で
禁
止
さ
れ
た
。
住
占
神

社
と
の
交
渉
が
こ
の
頃
か
ら
始
る
の
で
あ
る
。
こ
4

で
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
は
住

そ
れ
と
衝
突
し
て
い
る
る
点
で
あ
る
。

1
0
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油

座

に

つ

し‘

て

箇
間
方
面
は
守
護
の
関
係
に
よ
り
、

摺
庇
と
同
時
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

用
郡
中
津
河
新
桁
以
下
の
土
民
の
非
分
の
商
買
を
慧
じ
た
。

（
同
日

漕
、
従
託
川
運
送
、
因
絃
為
棺
"111
辰
」
と
あ
り
、
此
の
浜
に
て
流
船
寄
船
と
な
っ
た

も
の
＼
積
戟
貨
物
は
住
吉
神
社
の
厨
料
と
な
り
、
船
を
改
め
て
脅
川
に
よ
り
て
東
進

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は
筑
前
宗
像
神
社
に
於
て
も
、
中
世
迄
行
わ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
三
韓
船
の
九
州
に
出
入
し
た
時
代
の
九
州
に
於
け
る
風
習
が
、
住
吉
神
の

東
遷
と
と
も
に
摂
津
住
吉
神
社
の
神
事
と
も
な
っ
た
古
代
の
遺
風
で
あ
ろ
う
。
住
吉

神
社
で
は
そ
れ
が
絶
対
不
変
の
神
事
と
し
て
こ
の
頃
ま
で
ま
だ
続
い
て
い
た
も
の
ら

し
い
。
漂
蕩
物
は
百
姓
が
私
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
葛
藤
に
於
て
も

石
清
水
神
社
を
笠
に
き
た
山
崎
神
人
の
勢
力
は
住
吉
神
社
を
圧
倒
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
此
の
外
摂
津
で
は
永
和
三
年
堺
の
北
荘
の
住
人
助
五
郎
、
持
宝
、
持
円
等

の
油
商
買
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。

（
同
年
十
二
月
十
二
日
附
け
下
知
状
、
同
月
十
八
日
附

け
施
行
、
同
月
二
十
一
日
附
け
遵
行
）
又
文
安
元
年
五
月
十
三
日
、
篠
府
は
担
津
国

散
在
の
商
人
が
自
由
に
油
木
を
立
て
4
新
儀
の
商
買
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
、

附
け
畠
山
徳
本
施
行
）
同
三
年
三
月
二
十
日
、
摂
津
国
西
成
郡
の
土
民
に
対
し
て
も

同
様
の
禁
令
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
沿
革
を
考
え
る
と
、
摂
津
国
は
一
円
が
、

山
崎
座
の
油
売
買
圏
内
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
相
当
の
範
囲
が
共
の
独

占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
播
州
方
面
で
は
さ
き
に
述
べ
た
中
津
川
方
百
姓
権

左
近
二
郎
等
の
当
社
神
人
の
集
荷
を
奪
っ
た
事
件
に
つ
ぎ
、
応
永
十
八
年
蒻
府
は
佐

用
郡
中
津
河
以
下
の
商
人
に
対
し
、
山
崎
の
油
商
買
を
妨
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
令

し
、
去
年
抑
留
し
た
胡
麻
三
石
余
を
か
の
神
人
に
返
附
す
べ
き
こ
と
を
令
し
、
同
時

に
悼
磨
の
胡
麻
売
買
は
山
崎
神
人
に
任
せ
、
違
乱
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
令
し
た
。

同
二
十
三
年
又
間
磨
国
什
胡
淋
商
売
の
事
を
神
人
等
に
保
証
し
た
。
又
文
安
元
年
捐

磨

□散
在
の
商
人
等
油
木
を
立
て
恣
に
商
買
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
又
翌
同
三
年
佐

す
る
。

山
崎
座
は
そ
れ
と
衝
突
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ。t
 

た
。
応
永
二
十
一
年
八
月
九
日
附
け
赤
松
大
陪
大
夫
入
氾
宛
て
御
敦
内
に
拠
れ
ば
、

両
囚
内
に
於
て
は
被
官
人
（
守
護
の
被
官
な
る
べ
し
）
小
川
新
左
衛
門
入
氾
が
胡
麻

を
押
取
り
、
買
得
し
て
居
り
、
此
の
時
そ
れ
を
禁
止
し
た
。
そ
し
て
押
取
の
胡
瓶
を

神
人
等
に
返
却
せ
し
め
、

且
つ
向
後
に
於
て
は
「
分
国
油
者
不
可
被
召
上
」
と
令
し

つ
い
で
翌
年
改
め
て
播
磨
の
神
人
の
胡
麻
商
買
を
保
証
す
る
と
同
時
に
、
備
前

に
於
け
る
そ
れ
を
保
証
し
て
居
る
。
察
す
る
と
こ
ろ
備
前
及
び
捐
磨
の
一
部
に
於
て

は
、
守
護
所
自
ら
油
座
を
有
し
て
、
油
の
専
買
を
し
て
居
た
ら
し
く
と
思
わ
れ
る
。

阿
波
国
に
於
て
は
吉
野
河
筋
が
問
題
と
な
っ
た
。
嘉
暦
元
年
以
来
公
武
の
下
知
、

井
に
国
宣
に
依
て
同
河
上
の
諸
関
が
神
人
の
代
胡
麻
を
押
取
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

然
る
に
同
国
柿
原
四
郎
入
道
笑
三
、
帥
房
升
に
国
術
の
雑
掌
以
下
依
然
と
し
て
改
め

ず
、
元
徳
元
年
十
一
月
二
日
六
波
羅
施
行
に
依
て
こ
れ
を
厳
禁
し
た
。
応
安
六
年
八

月
十
日
細
川
頻
之
の
奉
書
に
拠
れ
ば
、
阿
波
国
仕
胡
麻
商
買
の
違
乱
及
び
吉
河
野
河

河
上
諸
国
の
煩
い
を
、
石
清
水
八
幡
の
検
校
よ
り
幕
府
に
訴
ふ
る
所
が
あ
っ
た
。

れ
に
対
し
て
什
胡
麻
「
売
買
」
を
保
証
し
、
関
津
の
煩
い
を
禁
じ
た
。

て
同
国
内
に
於
け
る
杵
胡
麻
売
買
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

九
月
幕
府
は
阿
波
国
南
北
河
上
の
諸
関
の
煩
い
を
禁
じ
た
。

こ

こ
＼
に
始
め

つ
い
で
応
永
十
八
年

こ
＼
に
吉
野
河
と
指
定

し
て
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
同
国
の
他
の
河
上
の
所
関
に
於
て
も
同
じ
権
限
を
認
め
る

こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
又
此
の
時
、
特
に
什
胡
麻
等
に
於
て
「
裕
買
」
す
る

こ
と
を
堅
く
梵
止
し
た
。
次
に
尾
張
、
芙
談
方
面
は
近
江
に
つ
け
て
述
べ
る
を
便
と

近
江
方
面
で
は
応
永
四
年
同
国
小
秋
散
在
の
土
民
が
恣
に
行
胡
麻
を
売
買
す
る
と

云
っ
て
之
れ
を
禁
じ
、
油
木
を
破
却
せ
し
め
た
。
同
十
六
年
同
国
散
在
の
土
民
が
仕

胡
麻
を
同
国
よ
り
「
買
越
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
商
買
を
同
神
人
に
保
証
し
た
。
同
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た
巾
に
も
心
旱
で
を
讐
し
た
例
も
あ
っ
た
。
]
共
ul
外
孔
分
ん
只
と
あ
っ
た
の
も
俗
応
買

.
、
っ
こ
。

一工

t

又
賠
み
商
人
を
次
吼
冗
商
人
と
．
ぷ
っ
た
ら
し
く
、
前
品
諸

1
の
形
勢
を
況
い

ヽ

ぅ
苔
か
芹
ト
ロ
円
に
定
め
ら
れ
て
店
り

そ
れ
を
「
本
向
人
入
公
認
商
人
の
衣
）
」
と

吏
か
証
認
さ
れ
る
。
共
の
第
一
、

神
役
印
ち
当
什
に
対
し
て
、

円
国
外
の
競
争
者
が
買
出
を
し
て
屈
る
杜

f
を
寮
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
い
で
長
紐
一
年
に
再
ひ
同
椋
の
こ
と
を
令
し
た
が
、

石
直
水
八
幡
胄
大
山
輯
神
人
等
巾
、
近
江
川
泊
商
売
人
芥
、
神
役
致
沙
汰
之
輩
、

tu,[JL
之

処
、
近
年
他
壮
分
儀
、
俗
売
朕
在
之
、
可
加
禁
制
云
々
、
所
誇
本
商
人
杞
几
政
乱
明
、
任

先
例
、
可
付
成
敗
、
芥
々
介
巾
f
細
占
、
北
llf介
illl
息
之
111
、
被
仰
出
恢
也
、
例
執
改
如
件

長
パ
一
店
tJL
月
十
四
11
（
図
名
、
宛
名
記
す
）

そ
の
時
の
氾
l
f
j
の
木
占

い
0
内
容
を
苫
え
る
の
に
は
凡
伽
天
此
万
，
皿
を
合
せ
考
え
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
尾

丁
阿
閲
以
ド
が
汀
胡
麻
を
売
買
す
る
こ
と
を
梵
じ
、
急
速
に
→
~
細
を
究
明
す
べ
き
こ

と
を
〈
叫
じ
て
居
る
。

巾
五
江
方
血
に
閃
す
る
こ
と
を
伝
え
て
届
る
か
ら
、
木
文
を
左
に
紹
介
す
る
。

石
清
水
八
播
宮
大
山
崎
方
、
近
江
日
神
人
咋
申
、
荏
加
麻
商
売
市
、
自
本
所
御

F
向
間
、

芙
濃
尾
張
下
、
不
叶
致
商
買
之
仮
、
い
口
中
之
惣
儀
、
請
文
什
仮
上
者
、
雖
向
後
、
不
可

背
先
規
仮
、
俯
為
後
R
之
状
如
件

、
文
虞
、

兄
出
方
血
に
い
て
は
、

阿
（
花
押
）

阿
（
花
押
）

右
二
通
り
文
円
に
拠
り
、

市
要
な
こ
の
事

一
定
の
罪
役
を
支
払

古則

の
口
集
り
何
連
送
と
抜
府
。

諸
閃
津
の
勘
過
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

諮
閃
散
在
の
胡
麻
の
商
買
椛
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
集

応
永
十
四
年
四
月
十
日

き
下
部
組
織
か
発
辻
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

路
に
よ
る
集
袖
連
送
に
便
利
か
多
か
っ
た
か
、

そ
れ
の
な
い
東
国
に
は
特
に
右
の
如

つ
い
で
応
永
に
至
り
、
左
の
如
き
証
文
か
提
出
さ
れ
て
届
る
。

こ
ろ
か
其
の
糾
織
は
既
存
の
史
料
で
は
明
か
に
な
ら
な
い
。

近
汀
口
に
い
け
る
右
の

を
さ
し
た
も
の
て
あ
ろ
う
。
第
二
、
右
の
尾
弧
災
濃
の
胡
麻
売
買
に
閃
す
る
訴
え
は

「
近
江
国
神
人
等
中
」
と
あ
れ
ぱ
、
五
江
の
公
氾
商
人
を
本
所
よ
り
下
向
り
神
人
と

称
し
た
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。
木
州
即
ち
大
山
的
よ
り
直
接
人
を
派
炉
す
る
こ
と
も

し
此
畠
合
辺
江
か
ら
来
た
本
商
人
か
五
江
囚
内
に
仄
て
賠
'
[
心
員
を
取
締
っ
た
よ
う
に

絶
大
な
信
仰
の
支
配
力
を
背
後
に
負
ひ
、
交
叫
商
丈
卜
て
は
皿
比
の
形
肋
を
占
め
る

大
山
崎
、

と
云
う
自
然
に
恵
れ
た
こ
と
に
国
因
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
笠
の
人

汽
と
目
然
の
利
を
巧
み
に
生
か
す
よ
う
な
経
済
組
織
か
な
か
っ
た
ら
、

か
く
の
如
く

数
箇
囚
に
朽
る
餌
形
の
油
王
座
を
建
改
す
る
こ
と
か
出
米
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と

如
き
座
の
糾
織
に
関
す
る
知
識
は
買

i
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
他
の
旧
々
に
炉
て
も

同
じ
よ
う
な
仕
組
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。
但
し
西
の
方
は
河
肋
及
び
侮

荷
を
飢
中
に
山
的
に
送
り
屈
け
る
に
は
、

い
、
心
上
の
往
米
の
安
全
と
日
由
と
を
図
ら
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
応
水
二
十
一
年
八

月
几
IJ
亦
松
氏
に
対
し
闊
府
は
化
期
価
前
に
尺
て
小
川
祈
ム
衛
門
の
妨
け
に
よ
り
油

凡
凸
か
崖
え
闘
く
な
っ
て
い
る
の
を
処
設
す
べ
き
こ
と
を
令
し
て
い
る
（
り
H
附
け

御
乳
円
）
文
叫
八
年
―
一
月
四
日
国
中
（
何
0
日
か
不
明
）
通
路
の
安
全
を
保
証
し
て

（
以
上
―
-
．
字
不
．
wJ
解）

孫
じ
方
衛
門
尉
叶
に
熟
川
官
田
中
の
住
人
右
衛
門
次
郎
入
辺

張
に
つ
い
て
は
貞
沿
五
年
九
月
一
|
四
日
附
け
御
牧
壮
口
に

化
弘
国
中
野
万
飼
注
人

大
山
騎
、
や
か
て
軍
下
的
に
店
動
す
る
よ
う
に
な
れ
は
、

天
下
無
敵
の
按
害
と
な
る

山
崎
の
油
座
は
上
記
の
如
く
商
幼
を
数
箇
国
に
弧
っ
た
。

こ
れ
は
わ
沿
水
八
幅
0

商
買
を
独

rLI
し
た
よ
う
で
あ
る
。

兄
払

fll
内
の
エ
几
貸
に
閃
係
し
た
の
で
は
な
い
か
。
猶
は
凡
弘
、
五
江
は
口
巾
一
円
の

は
Lfl
製
な
史
実
を
小
し
て
居
る
の
で
仝
文
を
紹
介
す
ろ
。

こ。t
 

勿
論
多
か
っ
た
て
あ
ろ
う
。

す
で
に
伊

f
ド
日
衆
に
つ
い
て
は
前
に
注
へ
た
。

が
、
胡
恥
＇
冗
買
は
八
幡
の

「
神
役
」

て
あ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
堅
く
こ
れ
を
禁
制
し

年
又
同
囚
散
在
の
商
人
乍
J

か
胚
手
に
油
木
を
立
て
＼
祈
儀
0

商
買
す
る
者
が
あ
る

つ
い
で
文
安
元

し
か
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油

座

に

つ

ぃ
て

ろ
で
あ
る
か
ら
、
方
々
か
ら
油
を
連
送
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

（
同
日
附
御
教
ギ
日
）

が
山
崎
に
這
入
っ
て
は
、
神
人
座
の
独
占
杵
が
侵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

府
下
知
状
）
長
俵
二
年
八
Jj
三
十
日
絲
府
は
伊

f
屑

F
向
衆
に
対
し
、
郡
中
よ
り
胡

麻
を
連
送
す
る
船
の
事
を
山
崎
神
人
に
追
退
せ
し
む
べ
き
こ
と
等
を
保
証
し
た
。

（
同
日
附
け
幕
府
の
下
知
状
）
伊
予
下
向
衆
は
神
人
の
集
ぃ
何
物
の
運
送
を
自
由
な
ら

し
む
る
為
め
に
下
向
し
た
も
の
で
あ
る
。
郡
中
は
松
山
の
西
南
に
あ
り
、
同
国
伊
予

郡
地
方
の
王
要
海
駅
で
あ
る
郡
中
（
船
津
と
も
い
う
）
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
共

郡
の
郡
中
の
意
で
は
な
か
ろ
う
。
文
明
八
年
幕
附
は
山
崎
の
荷
物
以
下
に
対
し
、
所

役
導
を
課
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
荷
物
以
下
通
路
に
於
て
敢
て
相
追
あ
る
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
を
令
し
て
居
る
。

運
送
に
閃
し
て
神
人
等
の
最
も
誓
戒
し
た
の
は
上
記
の
如
き
連
送
の
途
中
よ
り

も
、
終
行
地
へ
送
り
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
暗
み
の
路
線
に
よ
り
、
暗
み
油
や
胡
麻

る
。
文
安
二
什
八
月
十
三
日
紐
府
は
諸
国
胡
麻
商
買
は
当
宮
神
人
の
巡
止
す
る
と
こ

永
正
|
四
年
十
二
月
十
五
日
、
大
内
左
京
大
夫
に
宛
て
た
御
教
書
に
は
、
近
年
商
売

入
か
山
崎
の
油
を
買
わ
す
、
或
は
之
れ
を
目
専
し
、
或
は
猥
り
に
方
々
よ
り
迎
送
せ

し
め
て
居
る
こ
と
を
指
摘
し
、
般
官
に
下
知
し
て
こ
れ
を
厳
禁
す
べ
き
こ
と
を
令
し

て
居
る
。
文
明
一
一
年
四
月
廿
日
の
制
札
に
は
訂
文

11
に
奉
害
之
旨
に
仔
せ
、
方
々
よ

り
の
油
刑
送
を
禁
ず
へ
し
と
い
う
箇
条
が
あ
る
。
こ
う
し
た
権
限
は
諸
国
胡
瓶
商
買

の
権
限
を
確
認
し
た
前
掲
応
水
一
ー
一
年
八
月
卜
．
日
附
け
の
打
軍
義
持
の
御
教
占

に
依
て
保
訓
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
陪
み
油
を
抜
油
と
云
っ
た
ら
し
く
、

―
―
一
月
五
日
附

け
（
永
緑
十
―
―
一
年
な
ら
ん
）
某
人
か
ら
大
山
崎
各
御
中
と
宛
て
た
文
に
諸
国
抜
油
等

と
を
見
じ
、
同
所
の
胡
麻
の
買
取
り
は
山
綺
神
人
の
も
の
た
ら
し
め
た

（
同
日
附
硲

康
虞
．
一
年
九
月
十
六
日
栢
附
日
那
放
油
に
い
け
る
胡
麻
負
馬
の
出
人
を
妨
け
る
こ

渇
i

る。

r
 

ぃ何
119
や
船
の
往
来
に
つ
い
て
も
詞
梯
に
指
令
し
て
届
る
。

て
居
る
。

「
就
中
」
と
は
云
っ
て
居
た
が
、
文
内
の
形
か
ら
考
え
て
も

L
か
ね

と
に
由
る
こ
と
を
明
か
に
し
、

「
な
か
ん
づ
く
」
神
仏
灼
油
の
諸
関
の
勘
過
を
令
し

緊
同
に
竺
固
せ
し
め
る
云
々
と
あ
る
。

か
く
し
て
几
荷
も
亦
独
l
い
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
山
崎
の
根
奥
地
で
は
製
油
左
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
地
方
の
本
商
入
か
山
崎
よ
り
ド
向
の
神
人
と
凡
詞
て
、
之

れ
を
地
ガ
的
に
処
迎
し
て
商
芦
心
に
附
し
た
で
あ
ろ
う
。
山
崎
で
生
産
さ
れ
た
も
の
は

自
ら
同
地
の
内
外
で
専
売
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、
賠
み
閲
い
に
隣
げ
ら
れ
、
当

所
（
大
山
崎
）
の
油
が
売
れ
な
い
と
云
っ
て
歎
く
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
述
ヘ

た
通
り
で
あ
る
。

う
通
り
、

か
、
或
は

13
使
神
事
に
奉
仕
す
る
神
人
の
所
在
地
で
あ
っ
た
が
為
め
か
、

そ
の
い
づ

れ
で
も
あ
る
。
実
質
的
に
は
前
害
の
方
に
比
重
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
名
目
上
は
後
者

に
あ
っ
た
。
右
の
状
に
は
、
守
護
不
入
に
つ
い
て
は
、
公
方
代
々
の
証
文
あ
り
と
云

っ
て
居
ろ
か
、

此
の
文
書
に
見
る
最
初
の
訊
文
を
左
に
示
す
。

八
幡
宮
大
山
崎
内
、
東
限
円
明
寺
、
丙
限
水
無
河
、
依
為
H
使
大
神
事
芹
叩
役
神
人
在

所
、
自
往
古
来
惣
所
不
勤
公
方
課
役
也
、
券
以
関
戸
院
、
り
担
州
内
成
、
違
乱
一
ム
云
、
太

不
可
然
、

11
上
任
先
例
、
於
由
綺
者
、
雖
為
向
後
、
＂
ギ
可
停
止
守
護
綺
者
也
、
就
中
内
殴

御
燎
油
件
胡
貼
諸
関
沖
料
げ
兵
伸
舛
米
以
L‘

固
叶
止
其
妨
状
、
下
知
如
件

明
徳
一
一
．
年
十
二
月
廿
六
H

此
の
将
軍
義
就
の
下
知
状
は
大
山
崎
か
荘
図
的
地
区
に
発
展
す
る
こ
と
を
説
明
す

る
最
初
の
文
で
あ
る
。
そ
し
て
大
山
崎
と
い
う
地
区
を
明
確
に
し
た
。
又
守
護
不
人

の
特
杵
は
日
使
と
い
う
「
大
神
事
」
を
担
当
す
る
「
正
役
神
人
」
の
在
所
で
あ
る
こ

て
」
申
加
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
の
起
り
は
閃
戸
院
を
担
沖
国
内
と
し
て
い

沖
国
一
円
の
段
銭
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
関
戸
は
関
門
の
意
で
あ
っ
て
、
単

守
幽
不
入
の
地
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
油
神
人
の
拠
地
が
あ
っ
た
が
為
め

R
困
大
由
船
お
構
え
の
成
吃
。

大
山
崎
は
前
に
引
用
し
た
神
人
の
注
進
状
に
ぷ
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活
動
を
考
え
る
の
が
~
て
あ
る
か
、
共
の
前
に
彼
れ
等
い
辰
閏
地
て
あ
る
大
山
崎
が

発
屎
せ
し
め
る
に
役
立
っ
て
居
る
。

本
巧
で
は

111的
神
人
組
合
が
、

油
座
と
し
て
の

に
関
所
と
い
う
に
同
じ
で
あ
る
。
古
く
関
戸
又
は
関
外
と
上
I

い
た
の
は
宛
字
で
あ
ろ

う
。
閃
戸
院
は
閲
所
り
い
何
て
あ
る
か
、
或
は
寺
で
で
も
あ
っ
た
か
・
小
明
で
あ
る
。

そ
の
関
戸
院
か
大

111的
の
抑
四
駕
い
地
区
名
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
関
所
は

山
城
に
属
し
て
居
る
が
、

此
の
地
区
は
担
沖
国
に
も
跨
っ
て
い
た
よ
う
て
あ
る
。
此

の
文
内
に
大
山
崎
の
西
は
水
無
例
を
限
る
と
あ
り
、
此
OJ
河
は
松
袢
広
淑
の
中
央
を

南
北
に
流
れ
て
加
川
に
注
い
で
居
る
か
ら
、
両
囚
日
塩
近
く
に
あ
っ
た
関
戸
地
区
は

摂
注
国
内
に
は
み
だ
し
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
御
教
書
に
先
だ
ち
、
前
月
二
十

一
日
の
同
御
教
内
に
は
簡
単
に
関
戸
院
段
鈷
の
み
を
倅
止
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
山
城
内
な
る
「
閃
戸
院
堺
」
を
摂
津
国
内
な
り
と
庄
枯
す
る
と
い
う
様
に

一
部
は
摂
津
に
か
入
っ
て
店
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
怠
争
点
と
な
り
、

こ
の
時
大
山
崎
地
区
の
西
極
を
水
無
河
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
3

神
人
の
威
力
が
既
定

の
山
城
摂
津
の
国
境
を
少
し
く
西
に
移
動
さ
せ
た
も
の
だ
と
云
っ
て
も
よ
い
。

構
」
と
い
う
の
は
此
の
蛾
区
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
明
応
七
年
二
月
ト
ニ

日
、
＂
僻
府
は
閃
戸
院
棟
別
銭
免
除
の
こ
と
を
令
し
、
更
ら
に
天
文
の
頃
の
も
の
か
と

息
わ
れ
る
二
月
七
日
附
け
虞
益
よ
り
薬
師
寺
価
後
守
外
一
人
に
宛
て
た
平
日
状
に
も
、

詞
様
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
関
戸
院
が
地
区
と
し
て
所
屈
か
骸
昧
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
長
く
問
題
か
追
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
山
崎
の
社
即
的
存
在
た
る
こ
と
を
促
進
し
た
の
は
抑
人
糾
合
か
日
使
神
事
の
遂

行
と
い
明
油
管
押
の
二
筋
道
を
推
進
し
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
組
合
を
経
済
的
団

体
た
る
油
沖
と
し
て
の
機
能
を
拡
大
せ
し
め
た
も
の
は
燈
油
管
理
で
あ
る
が
、

日
使

と
い
う
「
大
神
市
」
を
遂
行
す
る
「
心
役
」
を
も
っ
て
屈
た
こ
と
が
、
共
の
機
能
を 「お

盈
い
て
あ
り
、

「
堺
」
と
い
う
と
こ
ろ
極
わ
め
て
骸
昧
で
あ
っ
て
、
閃
戸
院
地
区
の

凡
仁
以
役
“
ー
ぃ
辿
に
治
安
が
乱
れ
、
永
lE
廿
年
大
内
氏
の
京
都
支
配
の
頃
か
ら
、
沿

之
れ
に
応
ぜ
ざ
る
べ
き
こ
と
を
令
し
て
屈
る
。

配
し
た
の
は
共
の
着
下
に
あ
る
神
人
だ
け
で
あ
る
。
さ
れ
ば
諸
役
免
除
も
初
め
は
神

人
に
対
し
て
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
区
と
し
て
不
入
地
と
な
る
明
徳
三
年
よ
り

十
数
年
前
の
、
永
和
四
年
八
月
十
―
―
―
日
附
け
い
旨
に
拠
れ
ば
、

酒
、
麹
等
諸
閑
麻
売
方
雑
公
事
」
は
今
良
所
（
大
山
崎
）
よ
り
注
進
せ
ら
れ
た
名
帆

の
人
数
だ
け
か
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
人
数
は
恐
ら
く
神
人
に
阻
ら
れ
て
居

た
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
明
徳
三
年
の
之
等
神
人
の
面
在
地
と
し
て
大
山
鮎
地
ド
か
設

定
さ
れ
、
同
地
区
の
神
人
が
こ
れ
を
支
配
し
た
の
て
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
神
人
を
文

配
す
る
八
幡
本
社
が
此
の
地
区
の
領
有
者
で
あ
る
が
如
き
形
と
な
り
、
法
的
な
裏
附

の
な
い
、
名
目
的
神
領
が
こ
4

に
出
現
し
た
。
明
応
七
年
―
一
月
十
七
日
附
け
関
戸
院

棟
別
銭
免
除
の
御
教
内
に
こ
＼
を
「
八
幡
宮
御
釦
座
以
来
の
神
領
」
と
あ
り
、
永
正

任
年
四
月
几
日
の
制
札
に
は
「
石
泊
水
八
幡
宮
頒
城
州
大
山
崎
」
と
あ
り
、
毎
度
の

徳
政
に
も
、
人
下
一
同
の
徳
政
（
永

IE
十
じ
）
た
り
と
も
、
神
領
た
る
間
、

中
洛
外
の
筈
備
が
全
く
乱
れ
、
菊
府
の
支
配
力
の
交
代
が
は
げ
し
く
な
り
、
制
札
の

廃
立
も
繁
く
な
っ
た
3

共
の
制
札
面
の
お
構
を
号
し
て
「
大
山
崎
惣
庄
」
（
大
永
七
、

天
文
十
八
）
「
大
山
崎
几
二
天
文
十
五
）
と
あ
る
。

こ
れ
も
法
的
処
肛
の
な
い
荘
園

で
、
形
心
か
ら
云
え
ば
八
幅
礼
の
任
園
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八
枯
本
社
に
と
っ
て

は
、
門
，
rlI
と
ぷ
っ
て
も
、
荘
園
と
云
っ
て
も
ル
名
て
あ
る
。
而
し
て
本
什
か
ら
は
庄

一
人
も

「
紺
、
紫
、
対
打
、

な
い
か
ら

そ
れ
に
関
連
す
る
法
的
文
五
け
此
の
文
心
に
も
な
い
。
八
幡
本
礼
か
文

を
支
配
し
た
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
J

山
騎
は
本
社
の
所
領
で
も
＂
叶
園
て
も

石
い
水
本
社
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
て
あ
ろ
3

然
ら
は
八
輻
本
社
が
此
の
了
胄
し
／
じ
八
地

大
山
的
か
公
家
式
家
不
人
地
と
し
て
爪
晶
を
げ
え
ら
れ
た
の
は
、

特
種
の
地
区
と
し
て
兌
股
し
た
こ
と
を
考
え
た
い
。

一四

!
）
-
,
｝
ー
し
召

—

-
1

ノ
ー
ゴ

r
t
r
 
れ
）

u-
．
軋
、
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油

座

に

つ

し‘

て

荘
を
兵
柑

H-IVTと
し
て
山
崎
神
人
に
宛
て
ら
れ
、
沙
汰
を
彼
の
「
八
官
」
に
付
す
へ

し
と
あ
る
。
又
同
年
十
二
月
ー
几
11
、
大
山
崎
の
仕
人
市
庭
三
郎
丘
郎
と
同
藤
九
郎

次
郎
の
二
人
が
胡
麻
を
留
虹
く
こ
と
（
暗
み
曲
売
）
あ
っ
て
成
敗
せ
ら
れ
る
や
、
ニ

年
十
）
卜
じ
日
附
け
磋
府
奉
行
人
下
知
状
に
当
八
幡
の
宮
寺
新
善
法
寺
領
紀
州
和
佐

中
」

「
同
住
人
」

一五

「
大
山
崎
中
」
な
ど
あ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
多
い
の
は
「
同
請

る
。
神
人
、
坦
下
を
兼
ね
合
め
た
よ
う
な
宛
名
「
同
物
中
」

「
lnJ
面
々
中
」

「
叶
睾

宛
て
た
ろ
も
の
数
通
あ
り
、

「
同
地
下
衆
」
と
特
に
土
民
宛
て
の
も
の
も
数
叫
あ

文
害
も
数
十
通
に
逹
し
て
い
る
。

「
大
山
崎
神
人
中
」
或
は

「
同
神
方
御
中
」

な
ど

両
仰
悦
い
の
対
立
の
間
に
介
在
し
て
、
頻
り
に
訊
力
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
交
換
5

房
」
と
あ
て
た
る
も
の
四
遥

あ
て
た
る
も
の
四
辿

「
当
叶
い
」
「
八
幡
宮
杜
務
」
と
あ
て
た
る
も
の
各
一
通
、

以
上
は
多
く
万
し
で
は
な
く
本
サ
□
て
あ
る
か
ら
、
本
什
か
ら
山
崎
袢
人
に
回
附
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
宛
名
の
な
い
此
家
の
公
文
書
で
、
当
然
本
社
に
宛
て
た
と
思

わ
れ
る
も
の
も
、
数
十
通
多
く
は
写
し
で
は
な
く
。
本
膚
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
等
も

本
社
か
ら
山
崎
人
神
に
回
附
さ
れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ら
見
て
も
、

こ
う
し
た
点
か

八
幅
本
社
は
虐
仮
で
あ
り
、
神
人
か
実
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て

居
る
。
神
人
等
は
油
座
の
親
子
と
し
て
始
め
て
其
の
生
命
が
成
長
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
神
人
の
文
尼
と
い
う
こ
と
は
喉
の
支
配
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
大
山
崎
と

い
う
お
構
え
は
郎
の
領
地
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
逹
す
る
。
別
に
述
べ
る
よ
う
に
座

は
式
功
に
よ
り
、
兵
糧
什
面
を
与
え
ら
れ
た
り
、
荘
函
の
領
家
馘
に
補
せ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
お
構
地
を
所
介
し
た
と
云
っ
て
も
不
忌
議
は
な
い
の
で
あ

共
の
内
部
組
織
を
知
り
た
い
が
、

一
同
に
分
明
で
な
い
。
必
ず
や
座
の
指
揮
者
で
あ

ろ
府
祝
と
い
う
式
の
も
の
が
あ
っ
た
と
息
う
が
、
そ
れ
か
第
一
分
ら
な
い
3

足
利
尊

氏
の
時
代
高
階
見
奉
行
の
奉
内
の
宛
名
に
バ
円
罰
八
揺
官
神
人
閃
J
山
城
守
」
と
あ

る
。
父
山
崎
神
人
中
に
代
官
又
は
神
人
代
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
か
あ
っ
た
。
文
明
一
＿
＿

人
は
逐
屯
し
て
終
っ
た
。
そ
こ
て
―
一
人
の
小
月
（
仇
い
）
を
仲
人
代
に
般
し
付
く
へ

き
よ
う
令
せ
ら
れ
た
。
こ
の
代
竹
又
は
袢
人
代
は
詞
し
も
の
で
あ
り
、
さ
き
の
関
戸

山
城
守
と
号
し
た
者
は
此
の
格
の
者
か
と
思
わ
れ
る
。
又
康
安
二
年
の
打
浪
状
に
石

泊
水
八
幡
領
叫
磨
国
松
原
乳
の
領
家
職
に
つ
い
て
沙
汰
を
社
ぷ
（
山
崎
神
人
）
絆
各

に
付
す
と
あ
り
、
又
康
JF
三
年
九
月
十
六
11
附
け
、
揺
磨
那
佼

Ilh
の
油
売
買
は
大

iil

崎
神
人
を
し
て
行
わ
し
め
る
状
に
は
「
山
崎
神
方
雑
掌
」
と
宛
て
4

あ
る
。
此
の
文

又
「
大
山
崎
雑
掌
」
と
あ
る
も
の
も
ま
4

あ

文
明
国
の
文
苔
で
政
則
署
名
の
杏
状
あ
り
、

る
。
宿
人
、
雑
掌
、
代
官
等
如
何
な
る
差
別
か
あ
る
も
の
か
、
佃
れ
も
指
導
者
の
名

目
で
あ
ろ
う
が
、
之
れ
等
に
該
当
す
る
者
の
人
名
の
明
か
な
の
は
右
の
関
戸
山
城
守

一
人
だ
け
で
あ
る
。
箱
綺
八
幡
の
油
陀
の
座
親
奥
堂
家
の
如
き
者
は
こ
4

に
は
居
な

い
。
共
同
休
性
が
閃
る
怖
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
応
仁
前
後
に
な
る
と
組
神
人
山

ち
附
子
に
准
ず
べ
き
も
の
4
外
大
山
崎
と
い
う
お
梢
中
の
十
民
を
も
網
羅
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
漸
く
軍
事
に
閲
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の

の
儀
あ
る
を
機
会
に
、
楠
木
、
和
田
氏
等
が
凸
動
を
開
始
す
る
鯰

た
。
こ
れ
が
此
の
文
占
に
あ
ら
わ
れ
る
最
初
の
軍
事
関
係
の
害
類
で
あ
る
。
内
中
に

は
山
崎
神
人
、
地
下
人
机
催
し
と
あ
る
。

路
次
の
間
危
を
命
じ

こ
い
応
エ
応
仁
前
後
、
京
都
に
於
け
る
巾
閃

幕
府
は
大
山
崎
に
下
知
し
て
、

「近

ifr近
郷
」
を
相
催
し

◎
臼
座
の
一
且
的
変
性
。

神
人
座
が
油
座
と
し
て
広
大
な
怪
五
国
を
連
営
し
た

年
）
南
北
叫
合

る。

が
多
い
。

此
の
文
害
の

111
、
軍
事
関
係
の
文
書
と
し
て
は

明
徳
一
年
（
元
中
八

る。

「
大
山
崎
布
表
」
と
あ
て
し
：
あ

害
の
中
に
は
外
に
も
同
例
が
あ
り

ー
し
、
番

nj

J
ふ
U
’
f
_
1

と
あ
て
た
る
も
の
四
通

「
当
宮
同
」
と

な
っ
た
い
で
あ
る
。
離
宜
八
紐
文
内
の
中
て
公
式
の
文
lt11
で
は
「
当
社
検
校
法
巾
御

名
で
あ
る
北
の
名
の
成
」
立
す
る
い
か
ら
、

111飢
帥
人
か
支
配
の
実
り
を
白
す
る
者
と
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る
か
、
今
そ
れ
/
し
J

の
事
の
店
細
を
只
せ
ぬ
。

（化）

既
に
愚
稿
の
制
限
頁
放
を
は
る
か
に
出
て
い
ろ
の
て
、

ま
た
／
＼
苔
え
た
い
市
も
あ

れ
た
こ
と
に
つ
き
、

来
る
八
月
卜
六

11
「
雌
宜
神
前
」

に
い
て
「
湯
起
請
」
を
以
て

不
息
議
に
今
ま
で
述
べ
た
諸
考
の
巾
に
、
そ
れ
か
一
度
も
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

廿
へ
の
総
指
揮
者
ら
し
い
者
か
な
く
、

文
明
長
店
の
加
加
ロ
一
且
に
も

nほ
し
き
指
揮
者

と
な
っ
た
。
そ
し
て
喰
り
に
も
仏
く
拡
大
さ
れ
当
油
座
の
交
易
圏
が
寸
断
さ
れ
、

つ
圧
追
さ
れ
、
大
山
崎
と
い
う
座
の
根
木
地
ド
に
柘
0
'

叫
ら
さ
る
を
得
さ
る
よ
う
に
な

り
、
封
紐
的
勢
力
と
軍
中
的
に
交
沙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
止
む
を
得
さ
る
自
衛

の
策
で
あ
り
、

且

こ
4

に
著
し
く
一
校
性
を
発
揮
せ
ざ
る
を
褐
な
く
な
っ
た
。
し
か
も

の
名
が
殆
ん
ど
あ
ら
わ
れ
な
い
の
と
似
て
居
る
。
そ
し
て
天
文
の
籾
め
頃
か
ら
、
大

阪
の
一
向
一
打
と
交
沙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
＼
で
常
識
で
考
え
て

も
、
離
官
八
幡
か
中
心
に
な
っ
て
指
揮
を
執
っ
た
よ
う
に
苔
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

直
接
に
は
離
宮
八
揺
が
此
の
文
内
の
中
で
た
＼
ご
良
出
て
束
る
。
そ
れ
は
網
川
肋
元

か
ら
白
名
弾
正
（
宗
全
な
ら
ん
）
に
宛
て
た
内
状
に
、

日
使
頭
役
の
事
で
度
々
示
さ

落
居
せ
し
め
た
い
と
い
う
一
市
で
あ
る
。
此
の
沖
閃
係
の
甲
要
文
中
日
も
、
離
官
八
揺

の
文
月
と
し
て
遺
っ
て
屈
る
の
で
あ
ろ
。
此
の
汽
史
ら
に
考
え
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。

¥
、
間
尺
と
い
う
閂
代
、

そ
れ
人
＼
割
拠
し
て
日
衛
を
構
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
乃
勢

か
た
な
い
名
で
、

内
ら
八
］
に
桃
わ
る
も
の
を
さ
し
て
い
る
。

今
や
下
克
上
と
い

伍
中
」

と
あ
て
た
も
の
卜
叫
に
及
ん
で
い
ろ
。

勿
詞
位
と
い
う
名
は
神
人
地
ド
を
別

—~ 

ー上ム

Jヽ
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